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Chemical composition of perthite, ilmenite, allanite and 
pyroxmangite occurred in pegmatites of vicinity of 
Iwaizumi Town, Iwate Prefecture. 


大 #8 ke — (Keiichi Omori)* 
fé & Jil @ = (Shuzo Hasegawa)* 
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ti 物 の 産 Wk 


岩手 県 下閉伊 郡 岩 泉町 及び 田野 畑村 に は RSE RE TE iia 2S < 534 
LY, BES THCRT LI 4 DONT So KT VI 4 b EAA 


田野 ke Ft 


* RAKZHS Be BLOB AAAS 
1) これ に 伴 つ て 多 」 量 の 蜂 石 が 産 す る 。 こ れ に 就 い て 目下 研究 中 で ある 。 


92 BH MRK SS 


Sib, ZA MROS MHEG Ih, RHORRELETS (第 1 
図 ) 。 

寺地 ペグ マタ イト この ペグ マタ イト に は 田野畑 革 鉄山 部 落 の 南方 1km に 
あり , 昭和 2S 年 に 4 ヵ月 稼 行 され た が , その 後 中 止 じ て 現在 だ 至 つ て 
いる 。 ペ グマ タイ ト は 脈 状 を な し , 走向 北 10 BER, AR 70 RC, 露 
gages 10m, BX Em に 達し (第 2 図 ), 他 に 数 本 の 平行 脈 が 見 られ る 。 


第 2 図 Nb pH ae } 


(昭和 129 年 9 月 24 日 撮影 


ob 


ST ieee tol 長石 は 桃色 パー サイ ト で 特選 に 属す 
。 此 等 の 主 成分 鉱物 に 伴 つ て , GREE, 百 雲母 , 磁 鉄 鉄 , ゼノ タイ ィ イム 
hehe A), BRE (38~4mm 大 ) 及び チタ ン 鉄 鉱 等 が 産 す る 。 

年 呂 部 ペグ マタ イト この ペグ マタ イト は 岩泉 町 乙 茂 北方 2km HH, 
丘陵 の 南 斜 面 中 腹 を 走向 北 80 度 西 , 傾斜 40 慶 北 に 走る 脈 状 ゞ マグ マタ 
イト で , BUUWER 7m, RS 2m で , 目下 探 鉄 の 目的 で 露天 堀 が な され 
て いる 。 この 周囲 の 母 岩 中 の 放射 能 を 神戸 工業 サー ベ ・ メ ー タ ー で 調べ た 
と こ , ろ ペ グマ タイ トト は 40~70counts/min., Ree 30~S0counts/min. 
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C, MBMICEL RA bBPRADobNKo 
三田 市 ペケ マタ イト この ペグ マタ イト は 岩泉 町 三田 市 の 北西 約 500m に 
ある 海抜 130m の 丘陵 頂上 に あり , 比較 的 大 規模 な 直立 レン ズ 状 ペグ マ 
タイ ト で ある 。 目下 極め て 計画 的 な 探 鉄 が 日 鉄 島 石 鉱業 所 に 依っ つて な され 
つ > あり, ペグ マタ イト は 東側 で は 花 賠 図 緑 岩 と 乗 直 に 接し て いる が , 西 
第 3 図 岩 率 町 三田 市 ペグ マタ イト 


Be 2m FA Pe) 


数 字 は Survey meter owl (ee 1 分 問 当 り の 計数 ) で , ペグ マタ イィ イド 
ARDEA CE 


94 a OD Oi OS A ab 


側 で は 走向 北 20 BER, 傾斜 30 RCH AICHL, 南北 に 長く 約 20m, 
厚 さ 5m, 目下 深き 7m の 立 坂 で 填 天 堀 の 下 部 が 更に 採 堀 さ きれ て いる 

PAIS 1 級 と 属し , 長石 も 良質 の パー サイ ト で ある が な が, 両者 共 
HA DSBSCROOEUCA KAS, この た め 予 期し な い ず り が 多く 
EUS Nesnatord BOC, BRA, S4UVYTA 
マン PSM. MALS A: 2-F7-—CHRT TIA OF 
FRC REICOV CC, 放射 能 を 測定 し た と ころ , BOE MMe ClL— 
tec 30counts/min. で , ペグ マタ イト に 向 つ て 徐々 に 増し て 約 60 と な 
り , ペグ マタ イト の 文字 花 韻 岩 中 及び ペグ マト イド 部 分 で は 60~80, 時 
に 110, 120, 140, 150, 400, 600 等 を 示し , 放射 性 鉄 物 の 存在 を 表わす 
が , ペグ マタ イト の 中 心 部 の 環 石 に 富ん だ 部 分 で は 80~100 と 減じ た 
(第 3 図 )。 これから も 明か な 様 に , 放射 性 鉄 物 は ペ マグ マタ イト の 内 部 より 
VLEE A FRET AV 


寺地 産 パ ー サ イト 長石 


本 鉄 物 は ペグ マタ イト の 斑 長 石 が 比較 的 大 きく 混在 し て いる 部 分 に , 時 
i lem 大 の 結 馬 と で 達し 0 クルル 次 語る る 6 


第 1 表 Perthite from Teraji 肉 眠 的 に 薄 桃 色 を 時 し , SLE 
pegmatite. ABR ON VF EE CHEL TT 
Bi Sio} 64.77% 顕微 鏡 下 で 観察 する と 微細 な 
TiO, none TN PR ト 構造 が 見 られ る 。 
Al,O, 19.03 MRT BRIN OV CIEE LC 
Fe,0, oie 比重 を 測定 し た と ころ Gq 
e anne = 2.565 a られ た 。 化学 分 
MnO tr. fee LV 1 se AM 3 
Na,O 1.74 Do 
K,O 13.75 この パー サイ ト 長 石 の 特徴 
H,O (+1) 0.20 


tx K,O 34, Na,O zi 
ae eae 2 ae Wee, COIR KiOQe 
Total | 99.93 宮 ん だ パー サザ FIKBON 
ON oe Po ot ed グマ タイ ト 産 長石 と し て は 珍 
らし いも の と 思わ れる 。 この KO の 定量 な 特に 人 金 を 大 れ で 行い ) ご に 
示し た 値 は 異な る 3 種 の 方 法 で 5 回 行 つ た 結果 の 平均 値 で ある 。 
上 記 の 分 析 結 果 か ら 端 成分 混 比 を 求め る と , 


BO RO 95 


Ee a 80.9 Mol% 83.2 Mol%, 
eo BO 落 15.5 16.0 
上 原生 生生 0.8 0.8 
Lip ee a We 2.8 = 
a 2 100.0 100.0 


tm), RADAITOV THH HIE Orgs. Abie ANo.s E76 Fo 


SME F AY Bw 


こ ゞ に 掲げ る チタ ン 鉄 鉄 は マグ マト イド 部 分 に 1~2cm A OMIRGE 
と し て 産 し , 時 に 7~8cm に 達する 結 品 も 見 られ る 。 結 唱 面 に は ¢ (0001), 
x (1011), s (0221), e (0112), » (2243) 等 が 認め られ る (第 4 BM). AMR 


c(0001), 7(1011), s(0221), e(0112) 


的 に 黒色 , 頭 微 鏡 下 で も 黒色 不透明 で ある 。 次 に 反射 顕微 鏡 下 で 研 魔 面 を 
観察 する に , この 中 に 散在 する 微細 な 赤 鉄 鉄 が 認め られ た 。 MEE CM 
mE LICH BIS GPa<==3.705 で あつ た 。 特 に 精選 し た 試料 に つい て , (0% 
分 析 を 行 つ た 結果 は 第 2 ROM < CH So 

この 分 析 結 果 か ら , チタ ン 鉄 鉄 の 端 成分 を 算出 する と , 
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ee i ae 


FeTiO, (crichtonite) 


58.2 Mol% 


65.4 Mol% 


MnTiO. (pyrophanitc) 30.8 34.6 
Fe,O., (hematite) 11.0 - 
a ae 100.0 100.0 


第 2 表 Manganoilmcnite from と な り , 赤 鉄 鉄分 子 が 約 11% 
Teraji pegmatite. AETV Do 特に チタ y BRE 
TiO; 46.23% Pes a Re as a= es - 
eo 26.95 | NEO Te Cer ae ee 
MnO 13.80 bidom< MnTiO;g 4-Fo 
MeO ae 35% Ent), COR 
Foo, pone に Mn に 宮 ん だ チタ ン 鉄 鉄 は 本 
SiO, 0.32 邦 で は 未だ 報告 され た こと か が な 
H,0(+-) 0.18 ぐ 珍 らし い 種 類 で ある 
LO ) 0.46 
sa ; ae Se 三田 市 産 福 譜 石 
Total 99.67 
ae RAT 5x5xK8cem KOMIK 
を な し , 結晶 形 は 認め られ な い 。 表面 に は これ と 共生 し て 産 す る パー サイ ィ 
ト CBA LEAL, 内 部 に は 磁 鉄 鉄 か が 包 裏 さ れ , 時 に 黄 鉄 鉄 の 細 脈 で 切ら 


RN 


多 色 性 が 認め られ る 。 LORIN Cie 


ABBE ECHR C 5 So TAPLGE TE CHE (Lhe BL, 
LEHI Gt8%4: =3.947 


"OR OWE 


精選 し た 試料 た と つい て 化学 分 析 を 行 つ た 結果 は 人 第 さ 表 の 如く で ある ろ る 。 こ 
PmrbeEN LKB tyikimowct, 4 Fv EB 


EOWA AY OARE 


ENN 
X=Ca+Mn+Th+Ce+Y = 351.8 (2.13) 
Z=Al+ Fe4-Ti+Mg = 494.4 (3.00) 
Si = 494.3 (3.90) 
O =2105,4(12.75) 
(OH) ast PANO (1945) 
と な り , COMPRA OILS & LC 


Xo 13 Zs 00 Sis.0 Oj 95 (OH), 26 


が 得 ら れ た 。 こ の 結果 は Machatschki?) の 提案 し た X,Z,Si, (O- OH 
ICH L CV So TAR HARE % BERR PE ORBEA & Hii 8), TiO, と 
MnO We > BA C\ Do 


1) 最近 野田 玉川 等 の マン ガン 久山 か ら Pyrophanite (MnTiO3) の 産出 が 報せ ぜ ら 
aizo Lee, DAm Min. 40, 32~406, 1955. 
2) Machatschki, F. : Zent. Min. 1930, 89 


3) 大 森 落 一 , AIMES, gies 1, 315-322, 1954, 


3 表 Allanite 
saa eer ar 
- 29.69 
ets TIO; 16 Ee eee eee ara oo 
Tey SSE ACE ES = 6.8 SG 
Zi 7.79 
14.28 
; Os 0.71 es 4.0 6.0 Me 
ALO; 14.18 aT es: : 473i Lae 
i FeO; | 6.75 84.6 12602 ts 
se FeO See 116.6 CC dd 
“Mno 5.78 $1.3 81.3 : 
= Mgo Be : = だ tr 
Cao 7.14 127:3 127.3% 
Sno, 0.09 es a 
CO, none : — ~- = 
PO ede none — — 
H,O (+) 1.89 210.0 210.0 vr 
H,© (-) 0.21 eet 
Total 99.81 2315.4 
SHRENADY SATIVA EHMCERD ne 


ASM Latte CRO CEL, ANRMICK REY EL, BEBHAR 
<HLC So FHC TC ONL UY T ALYY} (pyroxmangite) om . 
| 周囲 た と は 黒色 の 酸化 マン ガン 鉄 が 見 られ , この 粉末 試料 を 稀 塩 酸 と 過 酸 化 「 
氷 素 水 で 処理 する と , この 黒色 部 分 を 険 去 す る こと が 出来 る の で , 三次 的 
に 酸化 分 解 で 生じ た も の と 考 を られ る 。 ae 
パイ ロッ クス マン ジャ イト の 薄 片 は 顕 役 鏡 下 で 無色 透明 で , 叉 粉末 を 用 」 
Vs CRBS CHU LHe ATUL ea 
@=1.746, y=1.763, y—e#=0.017 aren 


| | 
ャ 
} 
¥ . 


| で ぁ る 。 光 学 性 は 二 軸 性 正 で , tHE EMEA -CML, 2V=(4)40° 


を 得 た 。 又 比重 聞 で 測定 し た 比重 は G# ム =38.56 CHK 
次 に 精選 し た 試料 に つい て 化学 分 析 を 行 つ た 結果 は 第 4 豆 の 如く で あつ 
—C, CHArbSWKADFILXHAT Az, 


MnSiO, 52.9 Mol% ris 
Fe SiO, 28.3 eee 
MgSiO, 13.8 i 
Ca SiO. 5.0 


Baht), = 1000 
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4% 456 Pyroxmangite from 第 5 表 Alteration product 
Mitaichi pegmatite. of pyroxmangite. 
SHO} 47.33% MnO 40.40% 
TiO, ir O 8.14 
Al,O, 0.21 Fe,05 3317) 
Fe,O. 3.69 SiO; 5.14 
FeO 12.50 Al,O5 0.13 
MnO ID MgO 0.32 
MgO S502 CaO tr. 
CaO 2), 2 BaO 0.09 
H,O (+) 0.54 H,O (+) 23 
H,0 (-) 0.23 H,O. (=) 11.47 
Total 99.85 Total 100.09 
どなり , 化学 式 は ) MnSiOs・(Fe。:s Mgo-s Cao-1) SIO; C#DAN, 784 


ロッ クス マン ジャ イト の 化学 式 MnSiO。.(Fe, Mg) SiO, と 一 致す る 。 
ヨコ ヨ の パイ ロコ ツク スマ ンジ マイ ト の 表面 は 光沢 ある 漆黒 色 鉄 物 で つ ゝ まれ 
て いる 。 顕微 鏡 下 で は この 薄 片 は 黒色 不透明 で , パイ ロ ツ クス マン ジマ ヤ イ 
b ORGRGR © Dt WEEL CV So LEBEN CW 定 し た 比重 は G4。=2.98 
Cilbe yw VYROMBIL OWNS <, 多量 の 水分 を 含有 し て いる こと が 推 
BER Z 0 

化学 分 析 の 結果 は 第 5 表 の 如く で , これ か ら 産 出し た 鉱物 組成 の 温 比 は 


MnO, 25.8 Mol% 
ine Be) SO5 4.4 
Re 6.7 
H,O (+) 63.1 
a 3 100.0 


と な り , PEMETCMIM CA OD, vy AY GREBRK OILS MEBRboH 
So Ford と Bradley! は skemmatite 3MnO,-2Fe,0,-6H,O が パイ 
下 グ スマ ンジ イト か ら 三 次 的 に 生ずる こと を 述べ て いる の が CORO 
鉄 物 は こ > に は 認め NE 


gee 本 鉄 物 の 控 集 に 当 つ て 種々 の 便宜 を 与え られ な た 日 鉄 録 業 倫 石 録 業 所 の 各 
位 に 対し 謝意 を 表す る 。 叉 この 研究 に 要 し た 費用 の 一 部 に は IRS REM AA 
dc 


1) Ford, W. E. and W. M. Bradley: Am. J. Sci. 36, 169—174, 1913. 
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Khe Se BS oe ee IE Oe  C* 
CaF IRAIESE LL PERK ODE V ) 
Cubanite from Omine Mine. 


(Studies of the copper ores from the Omine Mine, 
Iwate Prefecture V) 


“A WA me «6 (Tsunehiko Takeuchi)** 
Bi 部 松 #& (Matsuo Nambu)** 
i Be Ye ee (K0z6-oaito)*** 


Abstract : Recently, many localities of cubanite were reported from 
Japan. But detailed studies of chemical, crystallographic or Réntgenogra- 
phic methods are not been made on this mineral]. In this report, X-ray 
powder analysis of cubanite from Omine Mine was described. 


We. Ez Foe ba5s = 
PULTE CH ANGKOR DAH CHE ADICAI, この 産 状 , 
FEA PATA OR ALD AA bb Dl Te 0 D> HS 然し キュ ー バ 鉄 は 一 般 に 
UIA E UCB SK Dy & PRICES AD, (hd RSF oOmAics 
つて 同定 され た に 過ぎ ず すず 化学 分 析 や XK 線 的 吟味 は 全く 行わ れ て いな い e。 
大 峰 鉱 山 か ら は 比較 的 豊富 な キュ ー バ 鉄 を 産 し , © ORBAN Cte 
AE BEI TILICIN KE CACH AD, その 後 X 線 粉末 写真 の 
影 に 堪え る 試料 を 分 離す る こと が 出来 た の で この 結果 に つい て 略 述 す る 。 
2 キュ ー バ 鏡 
筆者 等 は さき に キューバ 鉄 の 成因 に よる 分 類 を 試み た が その 後 岩 手 
ARES? 及び 本 鉄山 か ら 反 応 縁 鍼 物 と し て の キュ ー バ 鉄 を 見 出し た の 
で 現在 まで 知ら れ た 本 邦 か ら 産 する キュ ユ ュー バ 鉄 は 次 の 如く 分 類 さ れる 。 


a 


* 選鉱 製 錬 研 究 所 報告 第 213 号 
** 東北 大 学 選 鉄製 錬 研 究 所 
BRS ALAA SR LORCA ( 現 三 井 金属 鉄 業 株 式 会 社 東京 研究 所 ) 
1) HARE, 南部 松 夫 , 和田 成人 : BH, 37, 1~9, 1952. 
MARE, ERE, 南部 松 夫 : BG. 37, 9~21, 1952. 
2) AME, 南部 松 夫 : SOE, 9, 31~36, 1953. 
3) HABE, 南部 松 夫 : BOK, 38, 213.217, 1954. 
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To gh ED ORNL EDO 
IL HEMI ES YO 
Ila —ByeRYA 
Ilb = Bw 
TIT ABM ESO" 
IV 反応 緑 鉱 物 を な する も の 


以上 の 各 場 合 に 於 ける 串 微 鏡 組 織 を 模式 的 と 示せ ば 第 1 図 の 如く で ある 。 


第 図 キューバ 鉄 の 共生 関係 を 示す 模式 図 


LO BAU KY BENET ZEA (Ate Gk Ly) 
Ila: —BeaevAZ k SUA (AWEGKIL) 
IIb : OBewRMANC LZBA (ASK) 
Ts REDNOLS OO (SUES, Ke LBRE の 写真 の 一 部 を 模式 化し た る もの) 
IV : 反応 緑 鉄 物 を な する の (AKieeGe ly) 

Po : Rema, Ch : 昔 3 $k Cu 
Sp : PUHRGAGK, Qu: G Be 


: A SG, 


1) Tatsumi, T. : Sci. pap. General. Edu. Coll. Tokyo Univ. 2, 175~187, 1952. 
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第 
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図 


離 深 性 黄銅 鉱 (Ch) & Fi > a— Bk (Cu) 


x 240 


Gl = Ri@Si Hr 2—- HO X Heer 


大 te B&B 山 産 Sudbury 産 
d(A) I d(A) I 
3.87 m(b) 
3.48 m 3.50 Y 
SIA vs 328 5 
3 UR <i 
2.98 m 3.00 1 
A fe) | 
2.50 <1 
2.3879 all 
DUS Z| 
bods | all 
Dee) Vw 2.06 <a 
1.99 <All 
1.935 <I 
1.85 vs 1.875 4 
1.74 ik fle) 3 
LAW <a 
1.59 w(b) 1.61 | 
eS () ZI 
E27 w(b) 1 PAS < 
1.16 vw (b) 1.165 <i 
1.07 m(b) 1-075 <i 
1.05 m(b) 1205 < 
vs: 3G), Ss: 強 , w: i vw: fag, Pb: 拡散 廻 折線 
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第 3 図 42 NGko XMS REE 


2 3 dA) 


A : Sudbury, Ontario (P#o2cR ky fe). B: Ate sil. 


Aleseiliais I, Na, IV の 場合 の キュ ー バ 鉄 を 含み , lb, Ul vx 
いて いる 。※X 線 粉 末 写 真 を 撮影 し た の は 1! に 属す る も の で ある 。 こ の 反 
射 頭 徴 鏡 写真 は 第 2 図 に 掲 け ば た 如く で あり 区 ん と ど と キ ニー べ バ 鉄 りな る 
か が, これ に は 常に 離 溶性 の 葉 片 状 叉 は 格子 状 の 攻 銅 鍼 を 含ん で いる 。 従 つ 
て この 試料 を 化学 分 析 し て を も 化学 成分 の 近似 する 他 の Cu-Fe-S Raryym 
び 化 合 物 と の 識別 は 不可 能 で ある と 思わ れる の で , 化学 分 析 は 実施 し て い 
TENS 

X 線 粉 末 写 真 は 対 陰極 Fe を 用 い , BE 35KV, 電流 ビ CmA oF 1 時 
間 填 出し た 。 カ メラ 半径 は 30.25mm で ある 。 廻 折線 より 面 間 距 離 d(A) 
OE ine ccna i! Seb 

LOUEST SA A—NEKOWMARO d, I りこ 比較 する と で さく 一 致す る 。 高 
者 の 各 折 線 を 模式 的 に 図示 する と 第 3 図 の 如く で ある 。 


3. Fic 括 
岩手 県 大 峰 鉄山 産 キ ュー バ 鉄 は 成因 か ら 次 の 3 種 を 区 別 す る こと が 出来 


る 。 
(1) 鉄 液 か ら 初 成 的 に 品 出 し た も の 
(2) BIBASKD b BRA LI ho 
(3) TRASK & REMBRGK & OD KIRK Tet h DO 
AFD DN GRIME AL BOS GRANITE APNEA Te poreo 
で 前 記 (I) CRT S43 — ke X HRI d つて 確か め た 。 
参考 文献 に つき 御 高 配 を 賜 つ た 名 古屋 大 学長 沢 敬之 助 氏 に 深謝 する 。 


1) C.T. de Assungdo et J..Garrido : Bulletin des Musée et Laboratoire 
Minéralogique et Géologique de la Faculté des Science de Lisbonne, 
Nos. 20--21, 39, 1953. 
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松尾 鐘 床 の 富 鐘 部 と 地質 構造 に つい て * 


On the relation between the geological structure 
and the high grade ore bodies of the Matsuo Mine, 
Iwate Prefecture. 


K JN 4 @ Hy (Junnosuke Oikawa)** 


Abstract : The form of high grade sulfur and iron sulfide ore bodies 
of the Matsuo Mine have been regarded as an amoeba-like, jeliyfish-like 
or other massive bodies. The writer, by using of “‘an assay graph method”’, 
found that the sulfur ore bodies are rich in andesitic lava and tuff under 
shale controlling their forms. Therefore, sulfur ore bodies are constructed 
in platy ore zones. While iron sulfide ores are generally rich in the upper 
zone, especially in the andesite lava and agglomerate. 

Some data that may be instructive on the genetic consideration, are 
obtained trom this assay graph method. 


= 0 き 
従 奈 松 選 硫 黄 ・ 硫化 鉄 鉄 床 の 富 讐 部 の 性 質 に 関し て は すでに 多く の 研究 

が あぁ あり, アメーバ ー 状 鉄 塊 , 不 規 則 な 玉 状 塊 の 連鎖 体 , 局 平 橋 円 体 等 , Be 
ES NI a 種々 の 意見 か 述べ 
られ て いる 。 筆者 は 此 等 の 関係 を 明確 に 把握 する た め 調 査 研 究 を 行 つ た 結 
果 , MADBAC 4 MRSA SZI=OHEXLAMLEDC, COMMA, 
結果 及び その 解釈 に つい て 概 報 する 。 

a a» Pome 
当 鉱床 附近 の 地質 に 関し て は 既に 加藤 ・ 濾 辺 !, GE CUM «A «TSE» BRAN! 等 
に よ つ て 報告 され て いる 。 筆者 も 0 配 4!) 関係 に Ae CH 


nes 


2 


< SY Ot ae て 講演 (1954 4¢ 10 9H 22 日 ) 
** 松尾 鉱山 株 式 会 社 松尾 鉄 業 所 . 
1) Kato, T., Watanabe, T. & Nakamoto, A. : On the Sulphur deposits 
associated with sulphide ore, found in the Quarternary formation of 
Japan. Japanese Jour. Geol. & Geogr., 11, 287~324, 1934. 
2) Hisar : PRETREGKARO MAIO, 早 大 鉱山 学研 究 報 告 No 40, 16, 
19 
mE: 上 村 不 二 雄 : th, TIE EGER» 硫化 鉄鉱 床 地 帯 地質 調査 報告 , Ball 
No 158.. 1954. 
PACER E Rec Oe ヽ て の 三 王 の 事実 一 特に 松 必 鉱床 に つい て , 


村岡 誠 : 本 
鉱山 地質 ) 4, 
OR er ne 伴う 黒色 硫化 鉱床 の 成因 的 一 考察 , Shilepe, 4, 
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在 調査 研究 中 で ある が , それ に 関し て は 後 の 機 会 に 論 る こと に し , ここ で は 本 報 文 に 関 
係 の 深い 鉄 床 母 岩 に 関し て の み 記 述 す る 。 
SKI POA AA 1 図 の 如く で , RAIA AR RAST ARK Pci Y 


その 東西 断面 は 第 2 図 の 如く で ある 。 
第 1 図 鉱床 附近 地質 図 


1397.4 


MT : Supe (RIE BBL), OL: RRB, 
DL : ABA, YL : Bue. TL : RHEE 
(以上 複 痢 石 安山岩 ), KL : apenas, IL : 石山 峰 岩 ( 以 
LSBU - WEEE) 


B28 dos tw wh 


b>) | 上 部 燈 き g だ 

al | ba $e FAB | 
中 部 kee 
Tek ieths 
LT ae it & | 
LE TaN | 


JON 9N 8N 7N 6N SN 4N 3N 2N IN 


即ち , Baltic 10 OMe e Hos t KURO RBL ORY, これ ら は 
GRIT AE kD PBL. 下部 槍 積 岩 , SRR, 中 部 堆積 岩 , _LEBRUSTEIt Ato 
られ て いる 。 下部 , 中 部 及び 上 部 の 話 岩 等 は すべ て 複 交 石 安山岩 に し て , 下部 堆積 岩 は 
SUSE CREE, DREEUROTI ED ROTH So 下部 堆積 岩 の 層 厚 は 下 


a a coe? ae als 


OMIA REUBEN LC 10m~40m に 変化 し , XISADRIC SHY LDS 
鉄 体 の 開発 に は 事務 所 の 位置 (標高 877.778m) を 100ML と し , これ を 基準 と し て 
ERS 12m 2 CHRO ENA CHEBARME HOCUS HW BIH OEE 
100m 間隔 に , 東西 需 道 を 33m 毎 に , 夫々 等 間 隔 に 切ら れ て 居り , ZB id b OFS 
CHUBB SENTWHHo 
@ tt A 法 

SMOBE & HS HE OBIE SOIC RE (Bo RAG 
向 ) OPER & fo be WR & BMS Ze Lick nor, 

品位 曲線 や は 横 軸 に 資料 採集 位置 (平均 間隔 5m) を と り , 縦 軸 に 自然 
硫黄 品位 及び 化合 硫黄 量 で 代表 せしめ た 硫化 鉄 鉄 品位 を プロ ッ ト し , その 
FA HBR CREA REA OCHS = Dio te dir & She ne et HAS ETC IDS 
第 3 ICH) LICL OCH OIL その 移り 変り が 明らか に 見 られ 
る 。 


第 3 図 品位 曲線 と 地質 と の 関係 ( 北 5 号 ) 


100M.L. 


中 部 ie 
fe He I 
下部 ig 


C Daath OF es & HWA OBA ETAICE DPHACER, 次 の 如き 注目 
TA SAMBA No 

即ち 第 3 図 の 例 に も 見 られ る よう に , ARMA O OCI ICE 
り の 傾向 を 有 し 7 その 頂点 か ら 急 に 低下 する 点 が 頁岩 層 に 当る こと で 
り , また 硫化 鉄 鉄 品位 曲線 は ある 点 か ら 東 に 入る と 岩 質 を 問わ ず 急 に 上 昇 
し , その 上 帯 の 中 で 安山岩, 集 塊 岩 に 特に 鉄 化 が 著しい 。 ま た 一 般 に 硫 


1) A.M. Bateman: Economic Mineral Deposits (2nd Ed.), 287; 1950 
G. R. Davis: Econ. Geol., 49, 589, 596, 1954 
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化 鉄 鉄 の 頂点 は 自然 硫黄 品位 の 低い 所 に 来る 性 質 が あり , 同位 置 に 項 点 
の SE る ee 

ETOP CIC RE GRIT OV CRE HSN £5 ToS & SCE & OBS 
で ある が , WIR TUE CIR S Ec 4 MOR < RE Te EIA LD 
れず , いづ れる も 堆 積 構造 支配 の 反映 と 解釈 され る の で , COBAROBIE 
状況 と 鉄 化 度 と の 関係 を 主 眠 と し て 比較 し た 。 


BA 穴 誠 と 品位 曲線 と の 関係 (9 北 琉 道 ) 


oO 


—> gcd, 


—+» & 80 de 
\ 
' 
t+ 
' 
1 
1 
7 


此 等 の 性 質 は 平面 的 な 各 米 寺 の 地質 構造 と 品位 図 と を 検討 し て も 青 定 さ 
れる 。 人 第 5 図 に その 例 を 示す が , TR SRA BSCR CRI L, BE 
化 鉄 鉄 は 中 部 安山岩 附近 に 富 鉄 化し て いる 。 

こと うし た 傾向 を 数 量 的 に 認識 し , また 複雑 な 関係 を 思わ せる 硫化 鉄 鉄 と 
自然 硫 昔 両 品位 曲線 の 関係 を 見 出す た め に , 第 3, 4 図 の 品位 曲線 の 型 熊 
ADL, その 頻度 数 の 統計 を 行 つ た 。 人 集計 の 際 に は 上 述 の 硫化 鉄鉱 品位 
の 急増 点 を 以 っ て 上 , 下 帯 に 分 け て 行 つ の た の で ある が , COA RYE S 
と 全 鉄 体 に た 於 いて 一 つの 面 が 形成 され , その 面 は 地層 の 傾斜 より や ゝ 緩く 
地質 構造 を 斜め に 切る 方 向 を 持ち , 第 2, 3, 4 図 に 見 られ る 如く 存在 ず 
る 。 (この 面 は 硫化 鉄 鉄 体 一 硫 鞭 鉱 体 の 分 離 面 と し て 先 に 人 鈴 未 敏明 が 報 


1) 渡辺 武男 ・ 向 山 Fe : 蔵王 鉱山 の 地質 構造 と 富 鉄 体 と の 関係 に つい て ,. 鉱山 地質, 
4, 1954. : 
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第 5 図 100 Ayu SHWE L ‘wok L OBHER 
た も の と 同一 で ある が , 
結果 的 に みて 上 帯 は 硫化 鉄 
SAR EV AZ DDS PH OPA 
鉄 体 は 上 帯 に も 延長 し 重複 
LORE T S44 0CE9 
て , 生成 状態 が 異な る も の 
CE 5) Paar atl <1 
Ch, PHricad cat 
た 結果 が 第 6, 7 図 の 頻度 


“iii Y 5 al 
See aaa : B oo fit BRAC Bt 
? ZA | & & (h ot ® Ot 
53 7A, RE 33,700m で 
Do 


頻度 数 の 統計 ょ より 得 られ 
た 傾向 を 挙げ れ ば 次 の 如く 
で ある 。 

Blt, 単線 型 に た 於 いて 和正 
然 硫 昔 品 位 曲 線 は 上 帯 と 下 
mm & CEOWRICIRA ES 
は な る MS RLES, 人 
硫化 鉄 鉄 品位 曲線 は どの 型 
も 平均 し た 存在 を 示し , C 
型 に 対し A 型 が や > 優勢 で あぁ る. 程度 で ,, 上 下 帯 で は な 下 帯 は C Mato 
IES NODS 

次 に 両 線 の 関係 で ある が , MAME L CHMOD HE OAME A fii 
位 の 頂点 の 位置 に 注目 し て 集計 し て みた も の で ある 。 この 複合 麗 に みみ られ 
る 傾向 は 次 の 如く で ある 。 
7D Miz E-F-G =Ho#tL 0b MACY <, TORRE VELL, 

E 型 内 に 於 いて は A-B-C CIA ERMA FeV °° 


2) 

AC AA, % 

4) GMpor Ci A 7 多い に e 

5) H 型 は 無視 し 得る 程 少 い 。 

6) bs FHCs SMcan, Fro H-D の 裕和 
いる 5s5 


1) "鈴木 敏明 ; 前 出 
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第 6 図 MM MER 
(A) 自然 硫黄 品位 曲線 頻度 数 (括弧 内 %) 
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結 atti 


ER OME FCO e MOOI OGL E BMC OWES LGRSMIE, 次 
の 如き 項目 に な る 。 

(A) 自然 硫黄 化 , (1) 自然 硫黄 の 鉱 化 は 頁岩 層 に 近づく に 従い 富 鉱 化し , 頁岩 層 を 所 
ぎる と 急 に 低く な る 。 故に 頁岩 層 が 接近 し , PORICRSZL IA CRI Bie h Soke 
作っ つて いる 。 こ れ は 安山岩 を 帽 岩 と する 沼尻 に つい て る も 報じ られ て いる 。 

(2) 自然 硫黄 化 に は 岩 相 撰 択 的 鉄 化 性 は 見 られ な い 。 YEW の た め に は 塞 険 素 の 多い 角 


1) Fit ba ZR: 沼尻 硫黄 山 の 地 質 構 造 と 鉱床 に つい て , AK, 167, 198, 1951. 
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隊 凝灰岩 が 容 山 岩 よ り も いい よう に 考え られ る が , むし ろ 広 汎 な 拡散 上 昇 の た め の 通 路 
と し て の み の 働 き が 大 きい 。 

単線 型 の A 型 が 優勢 で ある こと は 比較 的 稿 や か な 上 向き の SKEW 行わ れ た こと を 示 
し , その 際 答 大 等 が 頁岩 層 を 切 つ て いる 時 は 大 部 分 が それ を 通過 し 鉄 化 帯 は ARPA O 
ROMA ZA LD EMBAZA LN]. MLAHBROAGH PCA CWS 時 は 最も 良好 
EBLE ITS CEMBALNSA,. 二 三 その 例 が 見 られ る 所 が ある が , —fercBUyorepe 
が 宣 で ご と が ご の さま うな 大 鉄 塊 を 作ろ だ 一 つ の 夏 素 と 思わ れる 6 

(3) 以上 の 性 質 は 鉱 体 全 般 に つい て 云え る こと で , 硫化 鉄鉱 帯 で あぁ る 上 帯 に 入 つ て も 下 
帯 と 同様 で ある 。 た だ 数 層 の 路 岩 を 通過 する 結果 上 般 に 行く に 従い 量 的 に 次 第 に 下がる 
傾向 は ある 。 

(B) 硫化 鉄鉱 化 ) (1) 硫化 鉄鉱 化 は 硫化 鉄鉱 の MEU LANAI & Bn] 
分 帯 頭 よ り 上 部 に よく 鉄 化 し , SOP CH PCEKIN AEE RU IEE © BERRI CEL 
BRU EEO TW So 
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(2) 自然 硫黄 は 比較 的 単純 に 上 向き の BLE FFD BULBS PP _ElAl S Cid 
DSW, ARRBUE AOS AOREMIOR ( 選 型 ) や , 頁岩 層 等 を 帽 岩 (F 型 ) の みな 
ら ず , 床 岩 (G 型 ) と し て 洗 小 す る 所 の 不 規則 な 鉄 化 作用 を 行 つ た と 見 らち れる 。 

(C) 自然 硫黄 化 一 硫化 鉄 鉄 化 , (①) 硫化 鉄鉱 の 頂点 は 自然 硫黄 の 低 品 位 郭 に くる 時 が 
一 番 多 い 。 

(2) 硫化 鉄 鉄 の 頂点 が 自然 硫黄 の 頂点 に や や 妨害 され た 位置 (FA・GC 型 ) に くる こ 
と が 多い の は , 硫黄 の 富 伏 部 の 大 低 が 形成 され て 後 , 硫化 鉄 鉄 の 富 銚 部 が 形成 され た の 
で は な いか と 見 られ る 。 

(3) wee GRACE & LEROY MARIS ERT SLND PHC CHULKROD A 型 
が や ゝ 多く 存在 し , 叉 A-D WOUWBBELOCWS A LUMRCHIEL Rb OOFEE 
SN 


DEIR A RPE ARR RIC Lib On 第 8 MO “idealized 


columner section” G4, 
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以上 富 鉄 部 の 特性 を 解析 し た 結果 を 述べ た の で ある が , 現在 まで に 行わ 
れ た 地質 構造 と 品位 分 布 推 定 , 導 に 試 鑑 コア 等 の 品位 量 線 と 地質 構造 推定 
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V\LSEBITBO TCT Bo 

OF L SHEE IC# VIE SAYA OTETEIC LS im ¢ GRID Ds, 或いは 
当時 の 地表 か ら の 距離 的 な 要素 が 別 系 の 大 き な 富 鉱 化 の 支配 因子 を な し て 
いる こと を 考察 し な けれ ば な ら な い 。 又 但 化 機構 ふる 更に 検討 を 要する と 思 
れ , 今後 の 成因 論 的 究明 に 待ち た いと 思う 。 又 , 筆者 の 品位 曲線 に と よる 
方 法 は 前 例 が な く , な ほ 批 判 検討 を 要する 問題 で ある の で , 大 方 の 御 叱 正 
WAG DIV > VEE CH Fo 

AMAOK UIA, BKOFDEGORMEGEME, LATHER, 御 鞭 達 を 
RU 7A HR LU SEPARA LICR K BHO BERG So 


RIlRCAFRUL ASA 


Studies on dolomites frcm Tagawa and Omine coal mine. 


iLy 本 wt (Takashi Yamamoto)** 


Abstract : Fine rhombohedral crystals or massive dolomite were 
found in eruptive rocks penetrated into coal seams at Tagawa and Omine 
coal mine, Fukuoka prefecture. The dolomites may have been produced as 
the result of dolomitization under some peculiar geological conditions. 
This paper briefly describes the occurrence, the optical properties, and 
the results of chemical analysis and the differential thermal analysis of 
these dolomites. 
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筑豊 炭田 の 各地 方 で は , REPEAT, 又は 炭 層 に 治 つ て 多数 の 噴出 岩 が 導入 , be 
層 の 近く で は 多かれ 少な か れ , これ に 和 熱 変質 を あたえ , は な は だ し い 場 合 に は 粉 石 ( せ 
ん せき ) と 称 さ れる 天然 コー クス に 変化 し て いる こと が 珍 ら し く な い 。 PCAN RE, 
KEREO INE RAO LR RIB CHL CNS OM EBS 当地 方 で は 
—IZ Fy (Don) と 呼ば れ て いる が , FOMALRRUA KRUBAKRA, 又は 玄 
武 岩 で ある 。 こ れ ら に つい て は 既に 上 治 寅 次 郎 博士 の 詳細 な 研究 ** が 知ら れる が , その 
他 に は , 種々 の 理由 に よる 調査 研究 の 困難 さ の 疾 か , 殆 ん ど 見 る べき も の が な い 。 等 


* 1954.6. 日 本 地質 学会 , 西日本 支部 例会 講演 
大 

1) 種子 田 定 勝 : 旦 本 地質 学会 西日本 支部 会 報 , 3, 1949. 
2) 上 上 治 質 次 郎 : 水曜 会 誌 , 10, 1940. 
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考 も 赤 か つ て 筑豊 南東 部 地域 の 噴出 岩 類 に つい て いく ら か 調査 し た こと が ある が , 詳細 
は 他 日 の 機会 に 譲り た い 。 

さて 過 日 , HENARLOKERSHEO. 百 色 , 斑 璃 乃至 旨 糸 光沢 を 呈し , rosette 
str. を 示す 微小 な 券 面体 結晶 の 集合 体 よ りな る 鉱物 を 与え られ た 。 CNWUAKARHRUCS 
いて , 炭 層 を 買い て 現 出 する 噴出 岩 中 に 次 成 的 に 生成 せる も の で , 顕微 鏡 下 の 観察 , 光 
学 恒 数 の 測定 , 化学 分 析 及 び 未 差 熱 分 析 を 行 つ た 結果 , 普通 の dolomite で ある こと を 
確認 し た 。 そ れ と 共に 等 者 が , か つて 田川 炭 塊 で 採集 し た 多数 の 噴出 岩 中 に vein 又は 
veinlet を な し て 産 す る 百 色 塊 状 の も の の 大 部 分 は dolomite で あぁ あり, calcite \sBA~L 

o し か も これ を 含む 母 岩 の 変質 現象 が , 普通 一 般 の 熱 水性 溶液 に よる も の と 多少 様子 
CN 

こ ゝ で は 上 記 , HUIRUKARSREDO dolomite に 関す る 実験 結果 を 報告 し , その 成 
ENZOW CORBA ERA, 大 方 の 御 叱 正 を 仰ぎ た い 。 


2. 貴 出 岩 


APRIC BARD & SUH Be £ OM RELBMICMN Sk, 

1) AER ABRZACKBXA< bois, 肉眼 的 た と (イィ) eR 
FICO OL, (7) 淡 灰色 の 2 種 が 認め られ る が , BRS POARBK Lest 
両者 は 岩 質 , 組成 全く 同一 で , 安山岩 質 の olivine-augite-basalt G3 

Fig: 1 Dolemitized olivine-angite-basalt, So KS CHUDORIR 

Omine mine, 的 相違 は 前 者 が 比較 的 

新鮮 で ある の に 対し , 

後者 は 炭酸 化 作 用 を 著 
RR 
よる 。 すなわち ぢ 暗色 の 
も の で は , 肉眼 に て か 
る うら CS うう SRE 
に 有色 鉄 物 の 小 斑 品 を 
i 
Cll BRILL 
AFL, dolomite, 2 


YEA, Vers eek U 


右 英 等 に よ ょ つて 交代 さ 
O : dolomite and brown mineral after AUT Do 
olivine. A: augite. P : plagioclase. 鏡 下 の 観 鶴 に よれ 


b: brown mineral. D: dolomite. x 30 


ば , 上 比較 的 新鮮 な も の 
で は , TMD AIC, olivine, augite APE L CH ts (figs 1) 
Olivine は 大 き さ 1.85x0.74mm. WHEL TRMRORRSENSRM, BE RYVEROYG 73> 
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aR (REO BMIER) に 変質 し , その 中 に 密 に dolomite を 生じ て いる 。 特 
た 淡 灰 色 の 岩石 中 で は , olivine は 単に 仮 像 と し て 認め られ る の み で , 結 品 全体 が 完全 に 
変質 交代 され て いる 。 

Augite (i, AX &X 1.64x0.82mm. に 達する 自 形 結 品 , 淡 青 色 , SEB, cAZ 
=41° 炭酸 化 作用 が 進む に し た が い , olivine LAL ARO RM BAL, それ と 共 
に , その まわ り に , quartz, chalcedony を 分 離 生成 し て いる 。 し か し olivine に 比較 
する と , 変質 の 程度 は 低く , た と え olivine UBC HATH augite は 比較 的 新鮮 
で あぁ る 。 し か し 炭酸 化 作用 が 更に 烈 し く な る と , 有色 鉱 物 は すべ て 分 解 変質 し , か わり 
に dolomite Oped, 緑色 録 物 を 多量 に 生成 し て いる 。 


石 基 石 基 は plagioclase, rhombic pyroxene, monoclinic pyroxene, biotite, 
magnetite 及び 少量 の glass より な り , intersertal tex. #275, =UHMMELT, 
dolomite, chlorite, green mineral, chalcedony, quartz を 生じ , 炭酸 化 作 用 が 閉 し 


いと き に は , PEGMMED) Che, BES plagioclase 以外 は 殆 ん ど dolomite 及 
UVER - ite ABMic LOTRRAN TS し か る に plagioclase は その 際 も 比較 的 
新鮮 な 状態 を 保つ て いる の は 注目 すべ き で ある 。 Plagioclase は 大 き さ 0.14 x0.03 
mm. 乃至 0.3x0.1mm, ny=1.554~1.556, 化学 成分 は Abjo。 ン Ab』。 と 推定 され る 。 
2) AR HRSA Che OM HAE DAHAD DNODAR 
の dolomite を 普通 に 含む も の は , AMMICHK EBM, ee 
な 石 基 中 に 三次 変質 鉄 
DNC BE Bk MOR 
品 を 有する olivine- 
augite-andesite で , # 
RHE EL, KER 
塊 と に お ける も の と 異 る 
が , 鏡 下 の 観察 に よ 
TUL, 成分 GK 物 は 全 
< ABR CHD HlbS 
olivine, augite 及 び ご 
く 少 量 の plagioclase 
win & LU Ca TS 
D>, KEMKICIEL, 
比較 的 新鮮 な 岩石 は き 


4 Ch CH S (Fig. O : pseudomorph of olivine, altered to 
Ze chlorite, brown mineral and dolomite, 
A:augite. P: plagioclase. d: dolomite. 
b:brown mineral. m:magnetite. x 30 


Fig. 2 Basaltic olivine-augite andesite, 
Tagawa mine. 


Olivine は 新鮮 な も の は 全く 認め られ ず , た ゞ 仮 像 と し て 残 つ て いる だ け で , 前 述 の 
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大 峯 の 場合 と 同様 全 ぐ 交代 変質 し て いる 。 
Augite は 大 き さ 0.29x0.15mm. fic 0.73x0.58mm. 大 部 分 が 福 色 , 繊維 状 の 
chlorite 及び 泥 質 緑 褐 色 鉱 物 に よ つ て 交代 され , 新鮮 な も の は 少 い 。 無色 乃至 淡 青 色 。 
Plagioclase OPES <, きわ め て 稀 に 0.7x0.1mm. 程度 の も の が 含ま れる 。 
n,=1.550~1.559, FEO T(E MANE AbsgrAb,, & HSNO 

AB 石 基 は plagioclase, pyroxene, magnetite 及び glass より な り , intersertal 
tex. (274, 一 次 鉱 物 と し て 多量 の dolomite, 泥 質 緑 福 色 鉱物 , 少量 の calcite, 
quartz, chalcedony, chlorite を 生じ て いる 。 


Plagioclase は n=1.548~1.558. 従 つ て 化学 成分 は Absy>~Aby, と 推定 され る 。 
3. BA = A 

1) KR すでに の べた 様 に , dolomite (HAHEBORBILERICLO 

て , その 有色 録 物 の 一 部 有 又は 全部 を 交代 し , 或 は 石 基 中 に 無数 に 生成 され 


て いる が が , PHEKA, 田川 各 炭 需 別 に 説明 し ょ う 。 両 産地 で 多少 その 次 
WXBICT OD, LAL MARICILS< A—CSS (Fig. 3), 


wie KBE 
Fig. 3 Dolomite showing rosette structure, GP Lae Jee KAI 
from Omine. So Clk, 前 記 olivine- 


augite-basalt © うち, 
PBR AY ICTR FRED 4 
の に お いて 著しく 多く 
今 ま れ , olivine 及び 
augite OFS, HAM 
ix dolomite ROYRS 
~Tip EO BINT EO 
て 交代 Sh, BH 
plagioclase は 甚だ 新 
FETS SICAL, thie 
く dolomite 及び 前 記 . 
GNC LOHR AHN, ARC quartz, chalcedony ¥4U TVS BRT 
WAaaORACERICIHOTC, Fig. 3 た 見 られ る ご と き 姜 面体 結晶 の 集 
合体 で rosette structure を 示す も の が ある ろ る 。 


( 可 ) Bisete Heese Clk basaltic olivine-augite andesite 中 に , 
大 架 炭 塊 の 場合 と 全く 同様 の 産 状 を 示す 外 , 炭酸 化 作用 が より 一 ae 10 
く , 比較 的 大 規模 に 行わ れ た た め に , dolomite が vein Baise eae を 
作 つ て 多量 に 生成 し て いる 。 従来 我々 が 肉眼 的 に 移 塩 酸 に よ } BIS 
Be dan eee ee REI FE 


ン 中 で は , dolomite Wb LR LOPRABV OCA ML BND. 
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2) KBHER 両 産地 の , 肉眼 的 状態 を 異 に する も の る も , その 光学 的 性 質 は 全く 同一 
で ある 。 
すなわち 無色 透明 又は 淡色 泥 福 色 を お び , BEER ACES, 複 屈折 は きわ め て 大 
きい so : 

ng =1.685, np =1.505, ng —np =0.180 
Oh L eteaeGeRt wood iad, CN BWIRRPr ETS, 

Olivine 又は augite 等 を 交代 し て 生じ て いる 泥 神 色 鉱 物 に は , JERK dolomite 
Dist) tian CERISE TSB, その 測 定 は 困難 で ある 。 

3) (EBHRA 上 記 の 光学 性 は calcite 又は magnesite に 酷似 する の で 屈折 率 の 測 
定 だ け に よる 識別 は 必ず し る ゃ 正確 を 期し 難い の で 化学 的 性 質 を 知る 必要 が ある 。 それ に 
は 定性 的 に は フェ ノー ル ・ フ タレ ー ン に よる 当 色 法 が 最も 簡単 で ある 。 即ち 試料 に 水 を 
MA, ZOEK ICOWMR 2,3 滴 を 滴下 する と , calcite で は 何等 変化 は 起 ら な い が 
dolomite は 桃色 に な る の で 識別 は 容 易 で ある 。 双 この 外 magnesite と の 区 別 は 冷 塩酸 
に 対す る 反応 に よ つ て る も 容易 で あぁ る 。 ; 

RUC BAC LOTCERDODRE AOR, 田川 産 で は SiO, : 7.65%, CaO : 
32.01%, MgO: 16.49%, KAPEX SiO, : 3.02%, CaO: 30.15%, MgO : 21.51% 
で 一 般 の dolomite に 比 し SiO, 分 が 異常 に 高い が これ は 前 述 し た 理由 に よる dolomite 
生成 の 際 の 遊離 寺 酸 が 密 に 混在 する た めで ある 。 試料 採集 に 当 つ て は KOA CMR 
る も の を 得る た め に 。, 田川 で は 脈 状 双 は 塊状 を な する も る もの, KECK rosette str. を 示す 
結 品 集合 体 を 選び あら か じ め 鏡 下 で 不純 物 は と り 除 けた 。 

MgO 分 は 大 肉 の も の が 高く , 略 理論 値 に 近い 高 品 位 を 示す が , 田川 の も の は 多量 の 斑 
酸 分 混入 の た め 低 い 値 を 示し て いる 。 

4) 示 差 熱 分 析 上 の 分 析 に 用 いた 試料 を 約 300mesh WHEL 72) OW 0.4g を 一 回 
の 試料 に た とり, 中 性 体 に は 酸化 アル ミナ 粉末 を 用 い 未 差 熱 分 析 " を 行 つ た 。 装 置 は 当 大 
学 金属 学 教 訟 の 沢村 企 妊 助 教授 の 好意 に より ,; 同氏 が 組立 て た も の を 合用 し た 。 装置 の 
主要 な も る もの は 普通 一 般 に 用 いら れる 横型 の 電気 訪 と , sample holder と し て 直径 約 4 
mm. 長 さ 2cm. の 石英 硝子 管 を 使用 し , BOW VC の 割合 で 温度 を 上 昇 さ きせ, ラン 
プ ・ ス ケー ル の 読み を 記録 し た 。 比 較 の た め , 各地 産 の dolomite の 外 , calcite 及び 
magnesite の 未 差 熱 分 析 る も る 行 つ た 。 そ の 結果 は Fig. 4 に 示さ れ て い ®o 

図 か ら わ か る よう に dolomite は 770~780°C の 問 と 900~910°C の 問 の 2 箇所 に 
大 きい 吸熱 ピー ク が あり , calcite は 920~930°C 附近 に , magnesite は 600~700°C 
に 夫々 唯一 つの 吸熱 ピー ク が あり , 3 OORMORKMEE DY TCAACH So. さて 試料 
No. 4 は 田川 ) No. 5 tsKAHO dolomite で ぁ る が , 大 凡 産 は 他 の も の に 上 比 し 多 
上 少 異 つた 曲線 を 示し て いる が , BEECAHPCEENKAMMOBE? に よる も の と 
思わ れる 。 

さて それ ら の 曲線 と , 化学 成分 と の 関係 を 比較 する と MgO ピー ク , DEY 770 


1) 福 尾 券 一 : 名 古屋 工大 学 報 , 5, 238~244, 1953. 
2) 不純 物 の うち 石英 は 800~900°C OPH SNIPS SA Merrit, 石英 
以外 の 不純 物 , お そら く 泥 褐色 鉄 物 に よる も の と 考え られ る 。 
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Fig. 4 DA Aeecunvies 
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試料 番号 1~5, dolomite; 1: MN, Geel, 2: 門 司 市 , te 
ci, 3; 中国, RA, 4: ABI Ree, 5: Ale eee, 
6 : calcite, BGK, 7 : magnesite, Greiner, 
Tirol. 


780°C の 間 の ビー ク の 大 き さ は 一 般 に MgO 成分 の 量 と 正 比例 関係 に ある 。 こ れ に よう っ 
て , 単に 示 差 熱 分 析 だ け で , MgO の 定量 が ある 範囲 内 で は 可能 で ある 。 し か る も 光学 恒 
BOW, 化学 分 析 に 上 比 し , 迅速 で 且つ 正確 で あり , 2 ORO S MOMENI ¥ DY CH 
利 で ある 。 但し ご く 微 量 の 試料 に つい て は 用 いら れ な い の は ゆう まで も な い 。 


4. 成因 的 Sf 


な dolomite の 成因 は 前 節 で 説明 し た よう な 現 出 状態 か 
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は お そら く Miocene~Pliccene と 思わ れる ) が , 噴出 後 引 続 い て 行わ れ 
た 熱 水 変質 作用 だ どる 結果 と 思わ れる 。 すなわち 岩石 中 の pyroxene, 
olivine #¢-2& P4SBEDHSN, TORCHboeSetncce Mg 
び Ca 52° BUKIAIK HED CO。 と 結合 し て CaCO。・MgCO。 を 新 に 生じ , 
それ と 同時 に SIO, 分 は 遊離 し て quartz 叉 は chalcedony を 上 唱 出 分 離 
し た 。 こ の こと は 貴 微 鏡 下 に 明らか で ある s 
耐 も この よう な 変質 作用 は 普通 に 見 られ る と ころ で ある が , た ゞ 本 報 の 
BHC LL CLIC GS Be BCT Do すなわち 有色 鉄 物 か ら 
dolomite と と も に , chlorite DHOAROYVER ERM & 4:8 L, X 
plagioclase は 一 般 の 熱 水 変質 作用 に お ける より も, この 変質 作用 に 対す 
る 特異 性 が 強く, (LORMMpDEA CBBSNOC LTS plagioclase は 比 
較 的 新鮮 な 状態 の ま ゝ で 留め られ て いる こと 及び calcite (he S HIRST 
産 の も の に ご さく 僅か に 伴う 外 に は 極め て 稀 で ある こと な ど , その 変質 交代 
作用 の 機構 , 経過 に , ある 特異 な 地質 環境 か, VAL RELKbO Cts 
か ろう か 。 す な ね わ や ち 石 炭 層 中 に 噴出 岩 か 導 入 し た 際 , 密閉 され た 状態 の も 
LIC, 立 通 の 熱 水 変質 作用 に 加 % を る に , BRPICSENKDWA & BOK 
液 又 は ガス と の 間 に , ある 程度 の 物質 の 授受 交換 が 行わ れ , dolomite の 
AERC MI —- & う 適当 な 条件 を 与 を た も の で は ある まい か so 


5. & す び 


徐 幅 炭田 の 特に 南部 地方 で は , 炭 層 を 人 綿 く 多く ぐ の 噴出 岩 類 が 発達 する 
Dy, FoORIC, 和 熱 水 作用 よる dolomitization の 結果 と ど し て で 多 草 の 
dolomite DSEFAAZEU TV So AM CILERIT AI + KA MIRA HO 40 
に つい て その 光学 性 , 化学 分 析 , 示 差 熱 分 析 を 行い その 結果 に つい て 報告 
し た 。 叉 その 結果 , この 地方 の 噴出 岩 中 に は , 詳細 と に と しらべ る な ら は , お 
S<, calcite Oft 0K, TKOA<O dolomite が 含ま れ て いる も の 
と 恩 や れる 。 


末 研 究 を 行う に 当り , UU DCH ERS. 終始 有益 な 助言 と 御 指導 を 賜 り 
HOMO MEE ZU AEA, 示 差 熱 分 析 に 多大 の 便宜 と 御 好 意 を 示さ れ 
た 沢 科 助 教授 に 厚く 御礼 申し あげ る 。 曽 本 学 嘉 村 博 士 に は 御 多忙 中 に も 拘ら ず 本 稿 の 
御 癌 読 を 戴き , 特に dolomite に つい て 種々 御 高教 を 受け た 。 BEtrd> YR < Bik & Ze 
する も の で ある 。 
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Bh UEO BE SPICES SBMA” 


The tourmaline in the basic rocks from the vicinity of 
Mt. Hayachine, Iwate Prefecture. 


Seey SBE 42* (Hiroshi Asai) 


Abstract : The tourmalinization are occured in the amphibolite and 
the metadiorite which are metamorphosed before the intrude of ultrabasic 


rocks. 
The tourmalines and the other component minerals change to the 


actinolite or the tremolite and sometimes are chloritized by the deuteric 
action of the granodiorite. 

The auther. concludes that the stage of the tourmalinization is one 
of the metamorphism of the basic rocks, but the actinolitization, the 
tremolitization and the chloritization are the other. 


TOR OR, es oe 


岩手 県 の 早 池 峰山 及び その 附近 に は KEBCE SNe 2 ERR SL CSAS, BO 
岩 な ど に 伴 つ て 数 ヶ所 に ERIE EA ED GSD 特殊 な 鉄 物 の 組合 せ が 
示さ れ て いる 。 この 特殊 な 鉄 物 組合 せ は 蛇 絞 岩 や 図 緑 岩 な ど に 対し て お こ な は れ な た ARE 
石化 作用 と 密接 に 関連 し て いる よう に 思 は れる 。 この 小 論 で は 電気 石 一 透 角 関 石 一 緑 泥 
右 化 作用 が どの よう な 時 期 に た: いか な る 機構 で 形成 せら れ た も の で ある か と いう こと を 
述べ よう と する も の で ある 。 

本 研究 は 1949 年 , 1950 年 に わた つて , 超 塩 基 性 岩 類 の 線 合 研究 の 一 つの 課題 と し て 
な され た も の で あつ て , 北海 道 大 学 鈴木 酔 教授 , ABS RAR. 北海 道 地 下 次 源 調 査 
MRS Za, 工業 技術 院 地 質 調 査 所 番場 猛夫 , 猪木 幸男 両 技官 等 の 超 塩 基 性 岩 研 究 
グル ー プ の 方 々 に 終始 変ら ぬ 御 指導 や 御 討論 を 得 た こと を 厚く 御礼 申 上 げ る 。 沖 調査 の 
費用 は 文部 省 科 学研 究 費 交付 金 に よ つ た 。 又 現地 で は 青森 営 林 局 , TER ERE, 川井 営 林 
BOA, 叉 内 業 で は 北海 道 大 学 理学 部 地質 学 鉄 物 学 教 守 の 各位 に それ ぞ れ , 便宜 を 
計 つ て いた ゞ いた 。 PRS RH EW SRE CHS, 


Il 地 質 {8% RR?)3) 
この 地域 は 北上 山地 の 北 半 部 に 属し て いて 太平 洋 と 北上 川 を 分 つた 分 水 領 を な し て い 


ieee AG YE ASE AA He A 

1) Athi LER a HES ROE SAG & ALC AEE ACHE EAS ic CB, 
1950, 5. 

根 新 次 ; RAL (A+ O—), 1915. 

3) PRSF Ze ; 北部 北上 山地 早 池峰 山 附近 の 岩石 (要旨 ), WEEE MERE, 57, p. 313, 1951. 
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CE NR 
つて いる 地域 で ある 。 こ ゝ は 北上 準 平原 に 属す る が 侵 側 を まぬがれ た 残 丘 と し て , 早 池 
ie), Pri, 中 岳 , 鶏頭 山 等 の 鋭 只 が み ら れ る 。 地形 は 早計 年 期 に 相当 する も の と 差 
えら れ , VEUSLWUBMOBEICSSVOCAZSQ eee 

この 地区 の 地質 は 北上 山地 の 全域 の 地質 構造 か ら み る と , APRA OALArz 
ある 地域 で , BAER? に 属し て いる 。 

本 地域 に 広く 露出 する 火成岩 類 は 東西 に 長く 征 び た 産 状 を も つも の で , 塩基 性 岩 類 と 
Lidia, 図 緑 岩 , ZH, ZEROS 0, TYEE ME RUSCH, Fae 
枝 岩 , 蛇 絞 岩 等 が ある 。 

Dib OVA: & REE KO LARS ET DOM その 北側 に 赴 出 し て いて , 
REnBMKEOKMA AROMA, 変 砂岩 , 帯 紅 白色 の 理 岩 の 昧 層 か ら な り , 走向 
は N40°~60°W, 傾 余 は 35°~85°NE 及び SW で 所 に よ ょ つて は 地層 が 直立 し て いて , 


_ 双 部 分 的 に は 超 塩 基 性 岩 叉 は 塩基 性 岩 に 捕獲 すら れ て いる も の が ある 。 この 一 連 の HERE 


岩 類 は 略 々 二 罰 紀 中 部 か ら 上 部 に 属し て いる も の と 考 えら れ て いる お 。 これ ら の 堆積 岩 
は 所 に よ つ て は 緑色 岩 を は さん で いる 部 分 が 観察 され る 。 

拓 成 岩 類 の 下 毅 を な す も の は 岩 体 の 南側 に 約 500 KIA 1000 KOS 2% LAKE (RK 
西 に 妊 び た 黒雲 母 ホ ルン フエ ルス , 莉 青 石黒 雲母 ホル ン フ エル ス , 紅 柱 石 ホ ルン フェ エル 
A, FNGRVY TEVA, 黒雲 母 片 岩 等 が 分布 し て いて 走向 は 略 々 東西 の 向き で , fe 
Bit} 50°~85°?N を 示し , HBA BL PREALBRD, 走向 傾斜 も こと な る は よ 
う で ある 。 また 下 般 母 岩 を な す ホ ルン フェ エル ス の 中 に は 結 品 質 右 灰 岩 が は さま れ て いる 。 

さら に ホル ン フ ェ エルス の 南側 に は 花 賠 較 緑 岩 (遠野 花 賠 図 緑 岩 ) が ある 。 CHAS 
か に , KHVYTEVAKAAL THY, 前 記 の 火成岩 類 よ り る も 導入 時 期 は 新しい も の と 
考え られ る 。 

以上 述べ た 地質 状態 か ら お し て この 地域 の 主要 な 火成岩 体 で ある 超 塩 基 性 岩 類 , 塩基 
性 岩 類 は 粘 板 岩 帯 と ホル ン フ ェ エルス 惑 と の 地質 的 に みて 不 連 続 的 な 位置 を え ぁ ん で 送信 
し て きた も の と 考え られ る 。 こ * で 注目 すべ きこ と は , PICEO CDRA Kies, 
Zine, 変 半 緑 岩 , 又は 角 図 岩 の み が 片 状 構造 の いち じ る し いい 岩石 に な つて いる こと 
で , これ は 導入 の 時 期 又 は 基 の 後に 運動 を うけ た 結果 この よう な 岩 相 に 達し た も の と み 
られ る も の で , 塩基 性 岩 類 の 形成 に は 特殊 な 変成 条件 が あつ た 事 を 示し て いる 。 

超 塩 基 性 岩 類 は , 塩基 性 岩 類 に や ゝ お くれ て 輝 入 し た も の で , その 岩 質 は 可 成 り 多様 
な も の で あぁ ある“ ぷ 。 AMD SKEBCE, FEARS EECA, Bena aie 6 APNG 
fam aa, AALS AANA RIEA aaa Tt 4. 


1) 渡辺 万 次 郎 ; ACEO KR. Bs ERP FMA IA 
4, 1.950. 

2) 加納 +6, BS 陽太 郎 ; JEL eH, WE ERAE, 日本 地質 学会 秋田 表 き 
1954. 

3) Be 正雄 ; 北 上 山地 の 地質 , 民主 主 義 革 学者 協会 地学 大 体 研究 部 会 専 報 ,5,1950. 

4) 超 塩 性 岩 類 の 記載 は 別に 示す 。 
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= DAUR O PEDO MEARE BINS LC RIE EZ BP2), 朝 島 山 に あり , 
PRALT BVA DSK FECL COBRA ARO BARB OAENCOSS, これ ら は 何れ 
も 花 賠 因 緑 岩 の 影 絡 を うけ て いる と い は れる が ; この 地域 に お いて は その よう な 直接 的 
な 影 紅 は いち じ る し く な いよ う で ある 。 
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こ ゝ に 述べ よう と する 塩基 性 岩 類 に み ら れ る 電気 石 緑 泥 石 化 作 用 は 本 地域 の 変 煙 緑 岩 , 
ZS LISLE O PUD APRA ENTOHAOCHS, 又 電 気 石 が 単独 に 塩基 性 
岩 の 内 に 形成 せら れ て いる こと が ある 。 和 電気 石 緑 泥 石 又は 電気 石 の 形成 FON CWS 
_ 産地 は 第 一 図 の 地質 図 に 示す と お り で ある が 注目 すべ き は 塩基 性 岩 の 母 岩 中 また は 超 塩 

其 性 岩 類 に は この よう な 特殊 な 讐 物 組合 せ が 見 られ な い 点 で ある 。 この よう な 事実 は 塩 
基 性 岩 類 が 現 位 置 を 占め る に 至 つ た 特殊 の 変成 環境 を 思 は せる も の が ある 。 次 に 各所 に . 
分 布 す る この 種 の 岩 相 の 産 状 に つい て 述べ る こと と する 5s 

(1) me 6 WR GULL LYE) <9 1 RE (1) 

EBBIR LV (ABS BU FAP ERC CEL, ZAR OPS Wee CH 
BSN CWS. Be CERCA b OB TEEMI BOMB fl CES 出来 な い 竹 に 庁 
PHHEO VC SE SLAMS E ROTO S CORPO DHA HRA 
DEE ADTERE SNCS 蛇 約 岩 は 又 い て ち じ る し く 緑 泥 石 化 を うけ て いる 。 FH 2MC 
それ ら の 岩 右 の 配列 の 状態 を 示し た 。 


第 2 図 MBNA S 
電気 石 緑 泥 石 岩 の 産 状 
| Aiee, (heise 
の 捕獲 岩 ) 1 電気 右 
SAREE a ‘ IKE 
RU, IM 角 了 図 石 電気 石 
緑 泥 石 岩 , V fade, 
Vakeafka Vi 
ソー シコ ユル 石 緑 泥 石 岩 
( 角 図 岩 の 構 造 を 残し 
て いる ), Vi Vile 
岩 (輝石 概 模 岩 の 構造 
を 残し て いる ) 

(第 1 図 番号 1) 


1) (UBAK ; 標 秋 岩 か ら 導 か れ た 人 衝 上 品 右 ホ ル シ フ ェ ルス , 地質 学 雑誌 , 48, pp. 
265~266, 1941. 

2) 正田 久夫 ; SER RORARE TOA A, WEA Mss, 49, 1942. 

3) YamadaH.; On the colour and titanum content of hornblende in some 
metamorphic peridotite from Tyogamoriyama. Jour: Geol. Soc. of 
Japan, 49, pp. 30-33, 1942. 
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(2) 御山 河中 流 :…… 第 1 図 番 号 (2) 

PERISHER DU SL ¢ EEMEE 3D BOUNCER SRAM IRAE 形成 
し て いる も の で ある 。 右 英 環 長 岩 に 接近 し て いる PN ARUBRUR AK BAA e Blt 
し て いる 。 第 3 図 に それ ら の 岩 相 の 配列 の 状態 を 示し た 。 


第 4 図 御山 河中 流 の 角 隊 岩 中 の 電 


第 78 El 御山 環 中 琉 に 於 ける 気 石 右 英 費 長 岩 の 産 状 


EVA RIEA Fale PEK 


re 
20 Cm 


] fete, KARE 
fa I SAAARYR 
岩 (第 1 図 番 号 2) 


(3) 御山 河中 流 …… 第 1 図 番 号 (3) 
(2) OPM LIA <¢ FARO FBI 
DCBRURED 7 — VIRB BN 


て いる 。 第 4 図 に その 岩 相 の 配列 の 状態 LANGER | EAae 
ata 英理 長 岩 , UREA (WE ‘ 
ee Nh peas 43 OROAR MIR AS 7 — VARI FB RE & 

(4) 秋 木 沢上 流 ( 吉 部 沢 支 流 ) …… 第 1 れ て いる ) (第 1 図 番号 3 ) i 


図 番号 (4) 

閉 伊川 の 一 支流 に 吉 部 沢 が ある 。 こ の 支流 で ある 秋 木 沢上 流 約 4 キロ メー トル の 位置 
AeA WSN, この 内 に や * 粗 粒 の 石英 角 隊 岩 が ブール 状 に 電気 右 を 伴い な が ら 和 有形 
成せ られ て いる も の で ある 。 

これ ら の 岩 相 の 配列 状態 を 筑 5 図 に 示し た 。 

(5) 無名 沢 ( 岳 川 上 流 ) …… 第 1 図 番 号 (3) 

時 池峰 山南 六 に 西方 に 向 つ て 流れ る 岳 川 が ある が , この 上 上 流 の 無名 沢 の 上 流 (ITE 
の 合流 点 か ら 約 2 キロ メー トル ) に 角 関 岩 が 蛇 紋 岩 の 内 に 存在 し て いる 。 こ の 三 つ の 輩 
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FCT — WRI REN SAB FS AE RARE GE D BEIR 
英 電 気 石 角 関 岩 の 産 状 3 


5 cw l’ SARVakees,. | RegeEs, 
I 透 角 関大 電気 右 緑 泥 石 岩 (fsRge 
[Ane IlAkERAY— か ら 変 成 し た も の と 考え られ る ), 
YS AAR ll SRS (第 1 図 番号 5 ) 
(第 1 図 番号 4) 


相 の 境界 部 の 角 図 岩 の 部 分 に 電気 右 緑 泥 石 岩 が 形成 すら れ て いる の で ある 。 二 つ の 農相 
LE BIA ONTOS I EMBER CHS, EOBHOMME BE 6 図 に 示し 


We fo) 


I] の 部 分 は 泥 状 に 変化 し た 部 分 る 見 られ る 。 V 及び I VEAP > HABE 7 BERLE HOT 
So UT (£4 6 RR 7 BIS CHRABEROEESL { ZEW 

(6) Fa-DEIR (薬師 川上 流 の 一 支流 ) 

この 地域 は 一 帯 に わた つて 変 隊 緑 岩 が 分 布 し て いる 。 ERC E O 接 租 部 に 形成 せら れ 
て いる の で は な く て 単独 に 変 隊 緑 岩 の 中 に プール 状 に 電気 右 が 有 床 胎 し て いる 。 


IV = 質 


A. 蛇 絞 岩 に 接近 し て いる 場合 
(1) 較 隅 沢 に 於 ける 産 状 に も と づい て その 岩 質 を 記述 する と 次 の よう な 鉱物 組合 せ と 
な る で いる 。 (第 2 BBR) 


| 


= 3 2] 4 


mEANA KERA Y—Y IG, BYE. GRE, HG. REgkor. FASe 
AA 

mic, Mi, 陽 起 石 , BAG 

Mimi» YA, 磁 鉄 鉄 , クロ ー ム 鉄鉱 

緑 泥 石 , 電気 石 , 陽 起 石 , 磁 鉄 鉱 

緑色 角 隊 石 , ソー シュ ル 石 , Miia, IRE. BYE. 方 解 右 , 磁 鉄 鉱 


’ 
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V REANA KERA, Bk Mike BES 

Vi YEAR. 炭酸 老 鉱 物 , ソー シミ ル 石 , 磁 鉄 鉱 
Vio Vil BRU, RAGROK, 炭酸 塩 鉱 物 , Ye 
RC 

I (HRS b RO TRERMBOMICH SIO, ほとんど 残 塞 造 を 示さ な いま で に な つ 
こ < 変 因 緑 岩 と い は れる べき も の で ある 。 分 沙 的 に 灰 理 長石 が 小 脈 状 に 形成 られ て いる 


ソー シコ ユル 石 , WA, 磁 鉄 鉱 


「 部 分 は 黒雲 母 が 伴い 叉 緑色 角 関 石 を 交代 し て いる の が 観察 され る 。 緑 色 角 関 右 は 2. 
浴 黄 色 ) で ーー…… TABU, Zee Kae, CAZ=18°~15° で 半 自 形 叉 は 自 形 を 時 し て い 


OM, その 周辺 部 は 陽 起 石化 する も の が ある 。 SRARRBRAC FERRIER T 
PITIAFIYTIWEGERL TS, RRA WRALABEETAZIOVBS, LE 
RENEE LS UR OAD ACHES BD UES OPI EEA Ti Bo 

IL IV, V, V’, VI HERO} SU SUV ANA RO#H CERRUBERD DHL T 
WSVoIL, TV atk VI CARMA AR EOL BRENS WUT OHRL RD 
THEBTRKOW™ SE SLW IC EBROCWS, MOM KERARUBEERT— 1 
TRVCTE DE BIC TH RAE S 形成 する 時 期 に 分 泌 的 に 形成 も られ た る の と 壮 え られ 
So IV 及び MERA, 緑 混 石 が 主体 の 鉱物 と な り 陽 起 石 が 加 つ て いる 。VI は 緑 泥 
AOARERAMRGML HOTS 
BAVA AD DISA CG ISB LOC 交代 せら れ て いる 。 oo 
1.657, 濃緑 黒 氷 色 で , €---1.627, HARM, FAL ©-€=0.030 CESTBRE 63 
% FER 37% WROKDOOD LBA ENSDo WME XUIRGEMEE ALA PWBo 
(第 7 BRR) 


第 7 図 
陽 起 石 電気 石 緑 泥 石 岩 


ac… 陽 起 石 , 

to--- BAA, 
ch… 緑 泥 石 , 

第 ? 図 の 1V で 部 分 ( 十 
SS ay) 


I ELFODN A, SRG SAKE FH BMT FORA 2s ら 次 第 に その 構造 を 失い 電気 石 , 陽 
起 石 , 緑 泥 石 , 又は ソー シュ ユル 石 , 緑 混 石 の 岩 相 に 到達 し た も の と 推 穴 され る 。 
LIT に 示さ れる 帳 紋 岩 は 主 成 分 鉱物 は 板 温 夏 で その 間 を うめ る 滑石 , 他 形 で 細 粒 な 磁 


BOK, 及び 自 形 状 磁 鉄 鉄 , 及び クロ ー ム 鉄 鉄 か ら 成 つて いる 。 クロ ー ム 鉄 鉄 は 磁 鉄 銭 の 


うす い 被 膜 を も つて いる 。 

VIT, VIII は TIT の 主要 な 構成 部 分 に 炭酸 塩 鉄 物 が 参加 する 。 
(2) 次 に 無名 沢 ( 岳 川 上 流 ) に お ける 岩 質 に つい て 述べ る 。 (第 6 MBM) 
1’ 板 温 右 , BADIA. PI, 磁 鉄 鉱 

| 板 温 右 * 炭酸 塩 鉱 物 , 磁 鉄 録 

I RUBE, BRA ARI, ASA, Bo, BEGRGK 

Il mAGNA KORA RUE, BU, SRG 


(1) に 述べ た 場合 と 略 々 同様 の 岩 質 を 示し て いる 。 Ul OMDOERAMHIN ABD 


Vs ABORRRBAR ANS, FUCERAE OBB CR AILE 
て いる 。 光学 的 性 質 は (1) に 述べ た も の と 同様 で ある 。 

B. 蛇 紋 岩 に 接し て いな い 場 合 

産 状 (2), (3), (4), (6) BONHAM IS. Thi d BARS ASM CIN SSE 
RBH AO 7 —VROMRAICEN SOD (PER 2 及び 3), VIFEPPE Wea 


変 際 緑 岩 の 内 に それ より > LACE O aS 7 — VIRB RE SNC COMBS 


電気 石 が 伴 は れる も の ( 産 状 4 及び 6) CHS, 

前 者 の 右 菜 旨 長 岩 に 伴 は れる 場合 の 内 で 典型 的 な (3) の 岩 質 を 述べ る と 鏡 下 に お いて 
右 英 は 灰 草 長石 の 間 を うず め 石 英 と 共 伴 する 電気 石 は 緑 泥 石 , 線 色 角 関 石 又は 陽 起 石化 
し て いる 。 僅 長石 に 共 伴 し て いる 和 電気 石 は 委 長 石 を 交代 し た 如く 見 られ る 。 BRAD 
学 的 性 質 は で :…1.665,- 濃 福 黄 色 , €---1.634, 淡 福 黄色 を 示し , wー =0.031 Rae 
65%, ドラ ブ 電 気 石 35% 程度 の も の と 考え られ る 。 ; 

FE S4VS JR PAO FERS MAS kD) や > 粗 粒 で 同質 な プー ル 状 岩 右 に 伴 は れる る も 
の で 片 状 角 図 岩 受 は 変 較 緑 岩 形成 後 の 産 物 で ある こと は 明らか で ある 。 

Ve お va 

DERARBRALRIATSZAAODH, 産 状 及 び 岩 質 な どか ら こ の よう な 塩基 性 岩 
大 に 伴 は れる 電気 右 及 び 一 連 の 交代 変成 現象 は WEBCE OU 6 CO MEBCEAK ds か らち 遠 く は な 
れ て いて も その 成因 は 同じ も の と 考え られ る の で ある 。 

WEBCE OD Fe HAE AAS Ch SD SLE ODEAT REO ABC DEAK OAD C 電気 石化 作 
ABARBAt No CNH MEAS いち じ る し い 片 状 構造 を 与え る よう な 運動 の 時 期 
が 又は その 末期 と 考え られ 超 塩 基 性 岩 が 現 位 置 を 占め て これ ら の 塩基 性 岩 を 引 ぐ か 双 は 
形 獲 し た 時 期 よ り も 以前 の も の で あろ う 。 そ し て , これ ら の 火 成 活動 の 主 時 期 よ り や や 
お くれ た 透 角 図 石 , 陽 起 石 , 緑 泥 右 化 作用 が 電気 石 を 肥 胎 する 部 分 に 対し て も BBLT 
現在 見 られ る よう な 岩 相 に 到達 し た 。 及 こ の 緑 泥 石 化 作 用 は 花 賠 岩 の 後 作用 に 起因 し た 
も の と 解す る の が 肛 当 で あろ 3 う 3。 

塩基 性 岩 形 成 の 一 環 と し て この よう な GRAIL © BIEL IR 形成 すら れ た 超 塩基 
性 岩 の う けた 変成 作用 と 同様 な 理由 の も と に 電気 右 緑 泥 石 岩 に な つた も の と 考え られ る 。 

本 邦 に 於 いて は 塩基 性 又は 超 塩 基 性 岩 類 の 内 に 形成 され る 電気 石 に つい て 原田 準 平 リ 


1) Harada Z'; Beitrage zur Kenntnis Torrmalins von Japan. (Studien 
liber japanische Bormineralien. (VII) Jour. Fac. Sci. Imp. Hokkaido. 
Ser. IV, 4 s. 487-500, 1938. 
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が 総括 し て いる 。 

MEE IEE DS ZB BRAC OW CLA Qs HEIRS S も の と し て , 南 阿 
武 隈 地方 の 日 立 鉱 山 附 近 の 古生代 中 部 層 で ある 赤沢 層 中 の 角 関 岩 " 又は 輝 岩 ^) の 中 に 見 
られ , LBABO RE?” に お いて は 角 図 岩 類 に 共 伴 する 。 両者 と も これ ら の 変成 岩 類 
は 花 賠 岩 の 影 響 を うけ て いる も の と せら れ て いる が 電気 石 の 形成 まで も (iMaO HET 
ある か どう か 不明 で あぁ る と され て いる 。 ; 

叉 四国 の 別 子 鉄山 で 産出 する の が Hb NIUE MBI Clk RROMAICHILN CHA 
関 片岩 中 に 形成 せら れ て いる の が 報せ ぜ ら れ て いる 9)。 : 

IEE ICIENSYOMMOW Cs 四国 の 別 子 近 傍 の 積善 鉱山 に 産出 する も の を 
鈴木 酔 が 探 集 し これ を 原田 準 平 が 記載 ” し て いる 。 

叉 前 記 の よう に 超 塩 芸 性 岩 や 塩基 性 岩 に 伴 は れ て 産出 する も の で は な い が , BLA 
石 の 形成 せら れ て いる も の が 報告 てら れ て いる 。 長崎 県 西彼杵 郡 亀 岳 村 元 越 に 産 す る も 
DO CHE RH BORAT B®, 

国外 に お いて は 朝鮮 成 鏡 北 道 吉 州 那 の JAGR CAT 63 OC 音 灰 岩 が 変成 し て 白 
YER, 滑 右 に 伴 は れ て 苦 圭 電気 右 が 産出 し て いる "。 

Sie CEMA NIRS LOMK Baa, AMG BEE, BA, 
緑 泥 石 , 滑石 , 炭酸 塩 鉱物 等 が 生成 せら れ て いる 事実 を フイ リツ プ 及 び ヘ へ ヘス 人 が 総括 し 
て いる 。 それ に よる と 中 紋 岩 の 後 火 成 作 用 と し て の 附近 に 攻 人 し た 酸性 岩 に 関係 の あぁ る 
BOIVAIRO ELBA SN TWHBo 


1) ARS > SRVIR MS ( 三 十 記 分 の 一 ); 1889. 

2) 木下 亀城 ; 助川 図 幅 説明 書 ( 七 方 五 巴 分 の 一 ), 1935. 

3) 岡本 要 入 郎 ; 福岡 県 産 鉄 物 (LV), 福岡 県 博物 学会 誌 。3, p. 336, 1935. 
4) 

5) 


松下 久道 ; 福岡 県 残 島 の 地質 , 九州 大 学 工 学部 紀要 , 12, pp. 175~176, 1936. 
秀 敬 ; 高知 県 白滝 鉱山 附近 の 地質 構造 広島 大 学 地学 研究 報告 , No. 4, p. 
74, 1954. 

6) RA ; 愛媛 県 佐々 連 鉱 山 附 近 の 地質 と 鉄 床 (予報 ), 広島 大 学 地 学研 究 報 告 , 
No. 4, p. 39, 43, 1954. 

7) Harada Z. ; #ipHt. 

8) 木下 亀城 , ROME 5 SUTTER ON ORI AIC REY C, 九州 鉱山 学 

See LS NO.) Onsen LAO pe LOOUs 

9) 片山 信夫 ; 日 本 鉱物 資料 , 続 第 二 巻 , pp 117~118, 1937. 

10) Phillips A. H. & Hess H.H. ; Metamorphic differention at contacts 
between serpentinite and siliceous country rock. Am. Min. 21, pp. 
333~362, 1936. 
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ASR URS 
7764, B3@O4D5 ORM ERLE 
PORK Shaub, B. M. 

纏め の うに は , ふつ う 中 か ら 外 へ し ま 
を 引 ち ぎ つ た よう な 数 個 の 突起 が 見 ら 
れ , 物質 の 注入 管 と 考え られ て いた が , 
MUAY UAT WIS SS OE Tz 
Os, 脱水 で た より ぷ ぶち の BSOEAA~ 
つ だ た め , 中 心 に あつ た ゲル の か た まり 
が ふち に 引 和 寄せ られ た も の と 思わ れ る 。 
な お この ゲル は 母 岩 の 固 結 当 時 か らち 生じ 
て いた も の で ある 。 また 往々 東 化 木 の ふ 
ち に は , 中 心 に 向う 柱状 突起 が 見 らち れる 
が , これ る も 本 部 の ゲル の 脱水 に よる 収縮 
の た め , 外側 に あつ た も つと 軟 か い ゲ ル 
が 中 の 方 に 人 込ん で 出来 た も の と 老 え ら 
Cm Jour. Sci., 253, 117~120, 
1955) (zap ME | 
7765, ABIXRIFS pyrophanite の 
3EHi Lee, DEE: 

MRED マン ガン イル メ ナ イ ト (pyro- 
phanite, MnTiO。) は 珍 ち らし い 鉄 物 で , 
その 産出 は 余り 報告 され て いな い 。 野田 
玉川 , Ajiro, 3832, 錦 光 , 久 移 鉱山 等 古 
生 層 の チャ ー ト 中 に 用 胎 し た 滴 俺 鉱床 か 
ら 新 に pyrophanite を 見 出し た 。 結 品 
は 0.2mm へ ~0.003mm' の 極め て 小さ い 
も の で , Fld he 4 DOBRA ET 
Bo KARUN EMIT LOTRSM, B 
EK, THA, F70B, MAG 


_ pyroxmangite, alleghanite, alaban- 


dite 等 で ある 。 分 光 分 析 の 結果 , ER 
分 と し て Mn, Ti の 存在 が 確 め らち られ , 少 
HO Fe, 微量 の Ce, EHO La, Cr が 
認め られ た 。 ※ 線 的 研究 の 結果 か ら る も 
pyrophanite で ある こと を 確 め た 。 

(Am. Min:, 40, 32~40, 1954) [人 長谷川 


7766, Transvaal 2BROMEtD 
EGTA SAD 

南ア フリ カ の Transvaal 附近 に 分 布 
する , Aka MAGES, 花 賠 岩 等 に 産 
Hd SRAM 20 種 に つい て , SORE 
元素 を 調べ , 単位 格子 恒 数 の 変化 を 研究 
し た 。 検出 し た 微量 元素 は Fe, Mg, Sr, 
Cu, Al, Mn, Si, Sbl 等 で , この 他 に 
Bey Bay Pb Na PC XM 
稀 に 見 出さ れ た 。 CaCO, に HF を 作 
用 させ て つく つた 人 工 結 品 の 単位 格子 憶 
HL =5.4627A で , Marico 産 OF 
寒 岩 中 の も の は この 値 に 近似 し , 純粋 と 
BASINS 微量 元素 が 単位 格子 恒 数 に 
影響 し た と 考え られ る 試料 は 三 つ あ り , 
{mA SMC Sr EBA, ay は 0.0055 
A BAX (ROTWS (Min. Mag., 
30, 327~337, 1954) CBE Ly) 


7767, Borborema ペケ マタ イト 産 の 
RAE SBE (1) Murdoch, J. 

TAY VRAD Recife 市 北方 に 

BLOAT LIA VBBAL TW Bo 

Ceca hee oe ee 
イト 中 に は 珍 ら し い 多 数 の PERM & 
PETA, 第 1 #ELT Patrimonio の 
ペグ マタ イト か ら 初 生 及 び 三次 的 に 産 し 
TED FEED RIAA (LOT, 夫々 
OPER, 形態 , 二 三 の 物理 化学 的 性 質 を 
簡単 に 記載 し た 。 Amblygonite, bra= 
zilianite, wardite, crandallite, apatite, 
lithiophilite, hureaulite, ferri-sickle- 
rite, heterosite, meta-strengite, ste- 
wartite, variscite, eosphorite。 以下 
は いう Li, Ca, MRNA 
SE TK I BRM CU ATK BME CO Do 最後 
に その 他 未 決定 の 8 種 の 鉱物 の 性 質 も あ 
ば られ て いろ る 。 (Am. Min., 40, 50 ペ 63, 
1954) ! 長 谷川 」 
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7768, UEP ILE ~DLOSKE KE 
Katz, G., Kedesdy, H. 

低温 石英 と 同じ 構造 と 性 Ae EO Al 
AsO。』 の 単 結晶 を 得る た め に , ALOs, 
As,O;, H,O & HL LCE OBUK AM 
を 試み た と ころ , BU SR ORS 
が 得 ら れ な た 。 = OFF TILA a RVI 
3 @y=12-30A, 65 =4.64, 6,=8.61, 
化学式 は Al (H,AsO,),:2H,O に 相当 し , 
比重.3.21 の 新 化合 物 で あぁ つた 。 こ れ を 
勢 す る と 240°C で 全て の 結晶 水 を Ko, 
359° で 3 分 子 の 水 , 765° で 2 分子 , 
835° で 残り の 1 分 子 の 水 を 失い , 最後 
に は AsO, と O。 を 放出 し て AlAsO。 
に な る 。 (Am. Min., 39, 1005~1017, 
1954) RAIL 
7769, 388%) ordonezite. 
GG Foshag, W.F. 

メキ シコ の Guanajuato, Santin gf 
出 か ら , 化学 式 が ZnSb。O。 で あら わ さ れ 
DBMS SLM See 本 鉱物 は 流 絞 岩 
中 の 鉱脈 に 鉛 石 等 と 共生 し , He Eto 
な 結 品 で ある 。 正方 MRC {001} 
{O11}, {110} の 面 か ら な り , {013} 
CRT So. BMA <. ABR Boe 
HL, 硬度 は 6.5, 比重 6.635 (実測 値 )。 
光学 性 は 三 還 性 正 で , 屈折 率 は 1.95 ょ 
り 高 い 。 化学 分 析 の 結果 は ZnO 20.07, 
Sb。O。 80.49, 計 100.56% で あつ な た 。 
単位 格子 恒 数 は 2o=4.67A, co。=9.24, 
宰 間 群 は P4/mnm に 属し , tapiolite 
(Fe Ta,O。) 等 と 同じ 構造 で あつ て , 単位 
格子 は 2 分子 か ど みな る 。 メキ シコ の 地質 
学者 E. Ordonez に 因 ん で 命名 され た 。 
(Am. Min., 40, 64.69, 1955) [Ely] 
7770, PY IF W=PH brannerite. 
Pabst, A. 

AYVIA7AN=-+*H|, Mono County, 
Colleville の 南 に ある , 中 生 代 の 石英 モ 

= 岩 を きる 石英 脈 か ら , HAI, Th, 


Switger, 


Fe, Ca を 含む U の チタ ン 酸 塩 で ある 
brannerite が 見 出さ れ た 。 COA 
BAC, 大 き さ は 数 mm, 桂 状 を な し 。, 
測 角 の 結果 (010), (160), (130), (120), 
(590), (110), (210), (310), (610) 等 の 
議 面 が あり , she a: b—0.528:1 ik 
め ら れ た が , 結晶 系 は 確定 出来 な い 。 化 
学 分 析 の 結果 は アイ ダ 示 ホ 産 の も の に 近似 
する が , 稀 土 類 に 富み , TiO。 が 少 い 。 
My 800°C 以上 に 加熱 する と , AAREZ X 
線 粉 末 写 真 が 得 ら れる 。 (Am. Min., 
39, 109~117, 1954) [横山 」・ 
7771, 2,3 OF¢3RRERO Si-Al 
meh Harry, W. T. 

Ree, BRAANA HAMAOs 
RODE SM Db 選ん で , その Si 
ィ オ ン を 置換 し て いる Al イィ オン の 数 を 
算出 し , 産 状 と の 関係 を 調べ た 。 便宜 上 
O, OH, F #—-@k 24234248 
体 に 入る Al は 正 記 の 順に 2.5 か ら 0.4 
迄 少く な る が , CAAA Cl, 広域 
変成 作用 に よる 変成 訂 の 進ん だ も の ほ 
ど , SUK MAE BOMBED EVD OE, 
BERL COS. KRBANA CS Hilt 
性 の 陽 起 石 が 長 杜 状 や せん い 状 を な し , 
火成岩 中 の も の が 短 桂 状 を な す の は , Al 
直 換 が 少 い と 4 面体 の 鎖 の た て の 結合 が 
強く , GAOT ALGO”, 置換 が 進む 
と 他 の 陽 イ オン と 結合 し て いる O と Al 
SO aie ae 

589% Se CHS & MAGH SES’, (Min. 
i 29, 142~151, 1950) (S257 5] 
7772, PRRMEO 2,3 の アル カリ 長 
JB. Wilson, A. F. 

RERTERA £15 2 Lila SERIA 
ズ に 使わ れ て 来 た が , 単 斜 品 系 で ほとん 
CMe Ze MEAL, 天然 に は まれ で あ 
So 中 部 洒 洲 の charnockite 質 岩 中 の 
microperthite に は , (001) 上 に 格子 状 
双 上 曲 を 示す も の と , 示さ ぬ も の と が あり , 


NN i ee ON 
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(001) 上 の 消 光 角 は 406° で むし る ろ 
anorthoclase に 近い が が, B=1.5209~ 
1.5247, 2Vg=80 へ ~81?°, 化学 分 析 に よる 
& Or 60~75% で , FEICMAEA CH 
る 。 こ の 様 に 格子 模様 が な く と る も , (001) 
上 で 完全 に (1“ 以 内 ) 直 消 光 し な いも の は 
BERALTAX CHASM, 格子 模様 の 
出来 る 原因 と し て ;, この 地方 で の 産 状 か 
bHAT, (1) 圧 砕 を 伴う 変成 作用 , (2) 
卓 出 時 に 当 つ て の 揮発 性 成分 の 集中 , (3) 
その 他 単 に 先 カ ンプ ブリ ヤ 系 な ど で HEY 
に 吉 い も の で ある と ゆう こと , の 3 つが 
Min Mag., 29, 215~ 
224, 1950) [ 宇 留 野 」 
7773, SBI & BES ROMRKORE 


Schaller, W. T 


SiO, の 多い 絹 雲 母 は 一 和 股 に か な り の 
量 の 2 価 の 元素 を 含む が , 之 は 白雲 
KAI, (AlSi3) Oy) (OH), & leucophy- 
lite K Al Mg Si,O,, (OH), の 中 間 と 
考え られ る 。 CD RRM KOWT SiO,, 
Al,O3, MgO の 中 か ら 一 対 ず つの 関係 
を , 3 点 で 一 つの 図 に 表す 方 法 を ; BA 
の 分 析 値 に 適用 し た が , いづ れる も 両端 成 
分 を 表す 点 を 結ん だ 直線 上 に 並ん だ 。 分 
析 値 が 理論 値 か ら 離 れる ほど , 3 点 は 一 
致し な く な り , ある 例 で は 8% の 石英 
UR RE 
な お phengite, mariposlite, alurgite 
等 も この 系 に 属す る 鉱物 で ある が , Monk 
分 の 仮 物 名 だ け を 残し て これ 等 を 整理 す 
る こと を 提唱 する 。 (Min. Mag., 29, 
40€~415, 1951) 「 学 留 野 ] 
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7774, 南部 Norwegian granitic 
rock BIZ Rts Pb OBR Ti 
Oftedal, I. 


BHA LO CEMBHEA 中 の ア 


ルカ リ 長 石 に 含ま れる Pb を 定量 し , そ 
の 濃度 分 布 を 調べ た も の で 南部 Norway 
の 次 の 5 地方 の も の に つい て 検討 を 行 つ 
た も の で ある 。 (1) Pstfold-Akershus 
Archaean area, (iI) Oslo region, (111) 
Kongsberg-Bamble Formation in the 


Sprland area, (1V) Telemark granite, © 


(V) Granite pegmatites in gneiss= 


gabbro areas within the Telemark 


granite region, Pb は 低温 度 で 加里 長 


石 特 に 微 氏 長 右 中 に 一 部 の K と 交代 し 
て 結合 し 含ま れる も の で , 花 癌 岩 化 作 用 
に よっ つて 生じ た 岩 右 中 の 加 時 長石 で は 
Pb の 分 布 が 不 均 一 で ある が , RAE 
HEPA SNe 岩石 中 の 加里 長石 で は 
Pb が 大 体 等 し い 値 を 持つ べき で ある と 
し て 議 諦 を 進め た 。 然し 著者 の 実験 結果 
WI OBAR RH LEMORLELCTED 
原因 を 次 の MM. BBUCWOSS HH Pb 
DURBVAD Oslo の 火成岩 類 に 殆ど 
Pb が 定量 され な か つた 原因 は (1) BH 
中 に ' Pb が 存在 し な か つた 。 (2) アル カ 
リ 長 右 の 生成 温度 が 高 過 ぎ て Pb が 人 る 
SERN Rip, 7 條 る で る な の Pha 
濃縮 し て 他 の 場所 に 移動 し た 。 この 2 
つの 原因 の 中 後者 と 考え る べき で 余り 高 
Vit BE DAE Clk Pb WEEN RW OM 
微 で あぁ あつ て Oslo の 岩石 は deep-seated 
origin CP AE TN CN 
(Norsk Geol. Tidsskrift, 33, 153~ 
161, 1954) | AEB | 
7775, REBAPCHERA Shaw, 
D. M. 

本 論文 は 第 1 部 と 第 2 部 と に 分 れ , 1 
部 に 於 て は 変成 作用 の 聞 に A A ot 
分 の 変化 , 2 部 に 於 て は 微量 成分 の 地球 
化学 的 変化 に 就 い て 記述 し て いる 。 部 
に 於 て は New Hampshire © ye @ 
Devonian Littleton 累 層 に 属す る 63 
個 の 種々 の 変成 程度 の a7 (頁岩 か ら 理 
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Ral a FRR A) に 就き 分 光 分 
MVS kD CMA DEE {TORO 
で ある 。 原 岩 の 組成 に か な り の 相 異 が が 存 
在 す る 為 数 個 の 分 析 結 果 か ら 化学 組成 の 
変化 を 推論 する 事 は 危険 で ある が , この 
分 析 に よ つ て 次 の 事 が 分 つた 。 (1) 広域 
変成 作用 の 聞 に 大 部 の 元素 に 就 い て 濃度 
変化 が 見 られ な か つた 。 (2) Ni と Cu 
は 変成 作用 の 間 に 僅 か に 減少 し , Li と 
Pb は 必ず 増大 を 示し た 。 この 増加 は 加 
里 の 交代 作用 に BARES SB OD & Ha LT 
いる 。 高 検出 元素 は Ag, Ba, Be, Co, 
Cr Cu Ga, SNEO NUPD Sc, Sn: 
SEV oY), ZG00) le qos Gi Sig cond 
に 於 て は granite, shale, diabase に か 
RR CE VE TN (CDGaRCONSE 
OS OCR ote (EV Zi, otis (o) 
Zr, Li, Ni, の 関係 に 就 い て 検討 を 行い 
Gre, Nin Con Secu diabase ve: 
Lvyx*shale yz, Zr, Sr (x. granite yc 
rich CHS LWA ZEOTKROW LOB 


係 を 三角 図表 で 示し て いる 。 (Bull. 
Geol. Soc. Am., 65, 1151~1182, 


1954.) [植田 ! 
7776, California, Bidwell bar py 
SFO bh O=TABER Compton, R.R. 

California の Bald Rock [Fe A¥ i+ 
Sierra Nevada の 主体 の 西 に 20 mH yc 
わた り 分 布 す る 一 連 の 小さ な 深成岩 体 の 
うら ちの 11 や で 7 北部 Sierra M NI5°W 
方 向 に 平行 で ある 。 被 光 和信 岩 は 古生代 後 
期 の 基 性 火山 岩 で , ジュ ラ 紀 後期 以前 の 
基 性 の 小さ な 深成岩 体 に 貫 か れ , Nevada 
造山 運動 で 橋 曲 し , 熱 動力 変質 を 受け て 
いる 。 こ れ ら 岩層 の 流 理 は 垂直 で , その 
鉄 物 組合 せ は 代表 的 な green schist 
facies で ある 。 広 域 変成 の 後に , BOE, 


関 緑 岩 , 花 賠 岩 人質 岩 が ,-Bald Rock 


RAE OUR LUCE HOR LORI 


の 基 性 岩 は 部 分 的 に は ELE CH SM, 
花 賜 岩 質 岩 体 は , その 蘭 移 的 な 境界 と 内 
部 構造 筆 か ら 静 的 な 交代 作用 に より 生成 
され た 事 を 示し て いる 。 Bald Rock ig 
#Z(x forceful intrusion を な し て いる 
が , 大 き な 同 心 円 状 を な し , 導入 性 の 混 
成 岩 を 生じ て いる こと は , 周縁 部 の 
stoping の 結果 と 思わ れる 。 壁 岩 の 性 貨 
は 十分 明らか で な い が , 中 心 部 の トロ = 
ZLB b EMRE ENO 外側 の 不 
均質 な トナ ル 岩 え WEL COSI ESD 
ら 5 区 基 性 岩 を と 9 りこ ん だ こと が 知ら れる e 
この 混成 岩 化 は 化学 成分 , 流 理 構造 か ら 
も 考え られ る 。 この よう な 変化 に 対 じ て 
は , BAA RISMBA BSNS, 広範 
な 混成 現象 は , 外 か ら の 熱 の 附 加 を 求め 
た と 思わ れる 。 RRA ELS & 5 EG ホ 
ルン フェ ルス 相 え の 接触 変質 は , 殆 ん ど 
初め の 導入 体 の 大 き さ と 同じ 面積 の 変成 
帯 を 生じ て いる 。 BARE ESRF 
ル 岩 質 の 交代 脈 が , その 帯 の 所 々 に 生じ 
て いる 。 こ れ ら の 交代 脈 の 関係 な どか ら 
考え る と , BM ADO 供給 は , 単 な 
る 熱 拡 散 に よる より は , むし ろ 流動 体 を 
通じ て 大 規模 に 行わ れ た も の で あろ 3 う 3 。 
(Bull. Geol. Soc. Am., 66, 9~44, 
SS) [島津 ] 


7777, Ayrshire, Girvan-Ball= 


antrae BABS 5bOnS YS 
Bloxam, T. W. 


Byne Hill ORGRM MIC, REBELS 
れ た harzburgite S12 < BIRROBE 
Dita FPEST So CO Bis HRB BIES 
RARE AEROS これ は 百 
色 の 岩石 で , 上 比重 汰 大 で あ So, BP Cl, 
4 L OREM AO REE 残し て いる が , 
NRA, 殆 ん ど 完全 に 少量 の BRL 
小さ な 無色 の 析 材 石 で 交代 され て いる 。 
その 他 に 緑 泥 石 に 変っ た WIG EY OC 


+4. 
7? 


Gi #23 


いる 。 (CAMS LY 石灰 に 
BA, 他 の 地域 の ロジ ン 岩 に 類似 し て い 
る 。 こ の 成因 と し て は , REBEL 作用 に 
引き 続い た 石灰 に 富ん だ 熱 水 演 液 と CO。 
に よる 斑 栃 岩 の 交 代 が 考え らち られ る 。 この 
作用 は 叉 蛇 紋 岩 の 部 分 的 な 炭酸 塩化 を 伴 
Dio KERUAS BX BBR OIIR 
MURA LBAGNS. (Min. Mag., 
30, 525~528, 1954) (Be) 
7778, KRBRUBKSOKBICAT 
Z&HEOSS Black, G.P. 

freA ld FERC ea Yih - (REE C FE 73 HK 
物 で ある か ら , その 存在 は 母 岩 の 生成 条 
件 を 知る 手がかり と な る 。 Rhum Bo 
第 三 系 斑 牝 岩 と Torridonia #7 t OFF 
に , 小さ な 炎 道 を みた し な た 混成 岩 が あり , 
By st ORREER LAT DICED 7 形跡 の あ 
REA (Anzs) を 含ん で いる 。 計算 に 
LALMEAL AED 転移 線 は 0.861P 
—T=— 867 (°C, SE) で , 又 水 蒸気 正 
FCO Ans。。 の 固 相 線 は , 500 気圧 以下 
で は ほぼ ば 直線 と な り «(0.3810P--T=1210 
で あら わ さ れ る 6 LO BAS 295 気圧 
に あたる か ら , 最大 限 地下 約 1250m で 
生成 され た と 見 られ る 。 な お Wager が 
地下 8500m と 推定 し た 鱗 理 石 を 信 む 砂 
岩 は , この 部 分 より 550m 高 所 に ある 
か ら , 火 道 の 活動 当時 わずか 地下 700m 
で あつ たこ どど に な る gMin 和 Mag 30, 
518~524, 1954) 「 率 留 野 ] 
7779, 西部 Andréesland 及び 東部 
Fraenkelsland OH#42SHRU ES 
eywge Haller, J. 

北東 Greenland Kejser Franz Jose- 
phs bkeyBORmBBS Ee. 片 麻 岩 , 雲 
母 片 岩 テ 環 岩 , 大 理 石 か ら 成 る 。 本 結 誕 
片岩 類 は 南北 に 広く 発達 し ,"~ Central 
Metamorphic Complex (以下 C.M.C. 
ED) と よび , 或 は Archean. 或 は 束 グ リ 
ン ラ ンド の カレ ドニ = ママ 山脈 の 中 央 部 と 考 


えら れ た 。 併 し 層 序 的 研究 か ら 東方 に 接 
する 上 部 Algonkian ® Eleonore Bay 
層 (Groenlandium) の 細分 が 本 変成 岩 
類 中 に 追跡 せら れ , 共 れ が カレ ド = ヤ マヤ 造 
山 運 動 中 に 変成 及び 交代 変成 し た こと を 
示し た 。 花 賠 岩 及 ミ グマ タイ トト は Groen- 
landium の 変成 沈 積 岩 の 深部 構造 を 造 
DMAMICHATS. TE ii 岩 の 好例 は 


Renbugten 等 に 見 られ , ドー ム 構 造 で , 
EO POBICBA LT ABABREV Y= 


FN ESM BoM front ~C#id 
れ , BUC SS RARE a YER Pha D V 
YAR Db ORMRO BEN TE tel a CHiN 
る 。 雌 等 の 同 造 構造 期 の 花 賠 岩 及 ミ グマ 
タイ ト は 整合 的 小岩 体 及び ナツ ペペ 状 岩 麻 
で ある 。 こ れ よ り 新 期 は I~ BSG 
の 更に 均一 な 花 賠 岩 で , 岩 床 , 岩 株 で あ 
Bo 最も 新 期 は 広大 な Grejsdalen pet 
で ある 。 花 賠 岩 類 の 化学 成分 か ら は 同 交 
構造 期 の も の は 別 造 構造 期 の も の と 関係 
Dd DRE DER RU AVI, カレ 
P= VEL PH Greenland wey 
地域 は 上 部 Algonkian OPLAvVA IE 
程度 に 橋 曲 し , C.M.C. ACRAKL, 

これ に 伴い 或 は 後 れ て 花 賠 岩 溶液 が 上 昇 
し た 。_Kejser-Franz Josephs |peadk 
方 地域 で は C:M.C. は 典 逆 的 ドーム 構造 
を な し , 強度 の 交代 変成 作用 及び TE ieee 
化 作 用 の 中 心 を 表わし , VSAM OW 
RED Ao Wels MSCS TV 
イト 化 作 用 に よる WAIN HIO A, 容積 膨 
WR UTR CHA. 構造 上 カレ ド = マ 運 
動 の N-S と 交 双 する NE-SW の 構造 
が ある 6 この 交 又 構造 が ミグ マタ イド の 
ドー ム 構 造 に 決定 的 役割 を し た 様 だ が , 

後者 構造 は 前 者 構造 より も 古く カレ ド 
ニャ 時 代 の 初め 或 は それ 以前 で あろ う 。 

変成 作用 後 の ブ ロッ ク 運 動 を 伴う 上 昇 が 
起り , BOOM EAL Te (MRE, 


ミロ ナイ ト )。 (Meddelelser om grpnia- 
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7780, FS@OERSII ES SHORE 
Ingerson, E. 
SRIROME nay, Uae, 圧力 , 比重 
PH — ARR O Az WR US BE BE 7p EE & YC 
る こと は 芸 う まで も な い 。 LALERE 
の 仮 液 で も 岩 虐 よ り 鉱 床 生成 の 場 に 至る 
まで に その 通路 の 岩石 を ' 座 解 し た り , Hb 
下水 等 他 の 落 液 の 流入 を 受け た り し て て; 
OVE BLS PALL, tee ORR 
成 時 の 銚 液 の 性 質 が 判 つ た と し て る も, = 
OPER EY 3 FER O RGR OE ALD 
i, CORPO stage ii 5 HIRO 
性 質 す ら 知 る こと は 出来 な い 。 併 し 我々 
と し て は , せめ で て 1) BHAI CHS 
原水 分 , 2) 岩 具 か ら 品 出し た 造 岩 鉱物 中 
の 液体 包 裏 物 や 鉄 物 の 開 隙 に 存在 する 深 
液 , 3) 鉄 石 鉱物 また は 脈 右 中 の 液体 包 裏 
1D DWF & FRO LL CH stage に お 
WERRROMEAE HERTZ 必要 が ある 。 
この 種 の 手 懸 り の うち 落 液 中 の H,O 等 
の 同位 元素 の 量 的 関係 が 鉄 液 全般 の 性 質 
を 規定 する 上 に 重要 な 役割 を 演ずる 可能 
性 が 考え られ , LOK BAS THK 
的 に a) 原 岩 此 中 の 水分 の 量 , b) 火成岩 
中 に 残存 す る 水 及 びそ の 中 の 同位 元素 
(含水 鉱物 中 の 水分 , 造 岩 鉱物 中 の 液体 包 
青物 及び その 間隙 中 の 水分 ), ©) BAO 
固 緒 中 に 放散 し た 水 及 びそ の 中 の 同位 元 
Se (1 SAPS, 石英 脈 及び 接触 秦 質 帯 中 の 
YOR, 2 地表 また は 母 岩 中 に 逃げ 去っ つた 
YR) 等 に つい て 研究 すべ き で , 例え ば 
液体 包 裏 物 中 の H1/H2 及び O16/O18 
が 微量 成分 , 生成 温度 , 品 出 の stage, 
分 化 作用 , 関係 火成岩 か ら の 距離 等 と 規 
則 的 な 関係 を 示す と すれ ば , これ が GK 
生成 た 関す る 議 問 題 の 解決 に 一 役 を 果 し 


Ci MSA BEMACH ),. £72 の 方 
法 に よ つ て 新 ら し い 鉄 床 地帯 の 発見 も 期 
待 出 来る 。 (Econ. Geol., 49, 727~733, 
1954) - [EER 


7781, PRR AOWMBILSECAT 
る 資料 Smith, F.G. 


気体 の 状態 , 濃縮 ケス の 構造 , 液体 の 
状態 及び 構造 , 臨界 現象 , 次 液 等 流体 の 
物理 化学 性 に 関す る 盗 料 の 紹介 で , 特に 
地質 学 的 現象 に 関係 深い 臨界 状態 BOISE 
れ 以 上 に 於 ける 流体 の 性 質 に つい て 詳し 
い 次 料 が 提出 され て いる (引用 文献 108 
件 )。 臨界 状態 に お ける 流体 OVER AR 
し て 液体 か また は 気体 の いづ れ に 近い か 
が 問題 に され る が , 実際 この 区 別 は 困難 
で , X 線 回 折 , 密度 bonding, cybo- 
tactic group の 大 き さ , WA, 反応 
bey 圧縮 度 等 に よる 識別 は 余り 有効 で な 
(> BPAMRAROFEA (P) 一 温度 (T) 
曲線 に よっ つ て 決定 する 方 法 が よい 様 で あ 
る 。 了 臨界 点 附 近 の 流体 に つい て 不 連 続 的 
な 変化 は 一 般 に 認め らち ら れず, 臨界 温度 近 
く で 液体 と ガス 体 と の 2 相 (混合 相 ) を 
示す ※ 線 廻 折 像 が それ 以上 の 状態 で 
1 相 (液体 と 気体 と の 無限 に 流 け あ つた 
も の ) の 和 廻 折 像 と な る が , その MOB 
は 連続 的 で ある 。 ま た H, CO, 等 普通 
気体 と 考え られ て いる も の で る 了 臨界 温度 
まで の 沙 融 曲線 が 測定 され て 居り , 臨界 
点 以 上 で る も 圧力 次 第 で 液体 に 似 た 状態 が 
存在 する 。 了 臨界 状態 に 於 ける 流体 の 溶解 
作用 に も 興味 が あぁ あり, SiO, の 溶解 度 は 総 
て の 温度 で 圧力 と 共に 増加 する が , 700 
bars 以下 で は 温度 の 増加 に ょ っ つて 郊 つ 
て 減少 し , 4 OVER DS 深 液 の 比 容 積 た 
DONC SAU CAVA Sie as Gu ae 
常 な 地温 圧下 に お ける 流体 の 状態 示 地 質 
学者 に と つて 一 つの 関心 事 で ある 。_P=T 
図 中 ALO CO, OBR FARMAN HB TE 


i> 
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FEHR L UMMA CS, 地下 深 所 で も 
H,O 及び CO。 を 含む 流体 は 液体 の 状態 
で 存在 する 可能 性 が 強い 。 この こと は 従 
来 の 気 成 瓦 其 の 概念 と は 矛盾 する が , 療 


慮 すべ きこ と で ある (Econ. Geol., 
48, 14~38, 1953) [AI 


7782, Climax }S7K$h 84 FeIDés(FS 
AK Wanderwilt, J.W., King, 
RESUS 

SKATE SSE DAT) 7 REO 結 品 片岩 
RUCKER {tie t. これ 等 と 断層 
で 接する ペン シル ヴァ アニ = ア 紀 の HERE A 
HY, 共に 第 三 紀 の 斑 岩 々 脈 及 び 岩 床 に 
BASN4S. Bis Eins Lene ¢ 
Climax fe (石英 モン ゾ = 岩 ) PIC 
胎 し , 構造 的 に Laramide 変 草 に 伴う 
節理 及び 符 包 が , Climax BAO BAI 
より 更に 発達 し た 所 へ BUA AS LFA 
て 生じ た 。 ・ 斑 岩 は 熱 水 変質 の 為 , 鉄 物 学 
的 に は 花 賠 岩 と 同じ 成分 に 変質 し , 又 鉱 
FRANCE ABEEUL, 多数 の 密集 交錯 す 
る 小 脈 と その 脈 間 の 岩石 の 変質 を 伴う 。 
即ち も 変質 は 次 の 如く で ある 。 1) KAM 
に 100% DEs(EVERIC PES EBB OA 
Mo 2) =RNAMO ERAGE PE 
5 AGFA SE BK IRE EON & Hh 
BRR, BA, FEAR HERO 
生成 。 3) RWS MD Seas, 方 鉛 鉱 , 
PERS, TAH He vvAve 
BRUOBA EES 石英 一 RRA 一 BE 
Mo 4) MERBRUAAYY EEE TSR 
LMM ARG, (Min. Eng., 7, 4 ~53), 
1955) (鈴木 ! 
7783, California, West Shasta 
Copper-Zinc District (-45(¢ 396K 
OBEHRUG LHR Kinkel, 
JARRE od fit 

本 区 域 は 下部 より 先 中 部 デヴォン 紀 の HE 
積 岩 及 び 中 部 デヴォン 紀 の Copley F&F 
岩 , Balsklala yee, Kennett Bye 


及び Bragdon Sat, Mule Mt. 49 


及び Shasta Bally KA AAAT AS OK. ie 


康 は 大 部 分 海底 堆積 物 で ある Balaklala - 
流 紋 岩 中 の 中 部 層 上 部 に 腺 胎 し , Seek, 
関 亜鉛 鉄人 金 及 び 銀 を 伴う 黄 鉄 鉄 の レン 
ズ 状 塊状 鍼 床 で , 母 岩 と は ネバ カワ で 接 ~ 
LUE TAB Wwo Bet a> Bala- 
klala 流 紋 岩 の 中 部 層 上 部 は レン ズ 状 の 
JURE SEERA, IK URED EKO 
cap rock を な す 。 MANIC E HS 
MEO BAVC L > WIS ARYEDS BRE 
な す 所 に 央 存する 事 も ある 。 RSA 
の 層 に は 成層 面 に 治 う も の と , 三次 的 鉄 物 
EES BAST ZBRD 4 OLE DIO BE 
状 構 造 が 発達 し ; 鉄 液 は この 二 つ っ つの 構造 
線 の 繧 個人 鈴 を な すず 交錯 部 分 を 伝わり , 乱 
{ERO BNE EOCHEPL Ro M feeder 
fissure に よ つ て 支配 を 受け て いる が , 
これ と 他 の 鉱床 支配 と の 聞 の 関係 は 知ら 


れ て は いな い 。 (Min. Eng., 7, 167~ 
174, 1955) [鈴木 ] 
7784, BFR, プリ テイ シュ コロ ン ビ 


ヤ の Emeraid, Feeney 及び Do- 
dger 2¥Y9RAF YR Ball, C.W. 
“GYR OLE PY TV VICK 
する 石灰 岩 , 粘 板 岩 , Bea Jus £ 
りな り , これ ら は 西方 へ 推し 被せ Bie 
な し , SOBA OREA & BE TWH 
鉄 床 は , © OAbG hte & lke & OBE 
主として 石灰 岩 , — BERRA Bic Pa 
る が , PMC SAMS. (Eh OAS 
導入 部 , 断層 等 に よる HERA Be, 
その 鉄 体 は 落 い レン ズ 状 を な す 。 OAK 
物 と し て は 微粒 鉄 染 状 の 灰 重 石 が 主 で , 
磁 硫 鉄 鉄 を 伴い , その 他 少 量 の ポ ウ ェ エル 
Bh, WOKE, iE A SSABK ee BE 
する 。 HetAR RIC EY 1) Rep 
GCEPES ANY; 2) 磁 硫 鉄 鉄 , ASE 
EEE S AUCH; 3) BURT, FASE 
ERED Be 4) グラ イダ ゼン 化し た 花 菩 


P26 et 7 OR BA GE 


aD 4 種類 に 分 類 さ れる 。 YBRO MK 
因 は 主として 花 賠 娠 の グラ イ ゼ ン 化 に 関 
係る ある と 考え られ て いる 。 (Econ. Geol., 
49, 625~638, 1954) [田代 ! 
7785, カナ タダ の ペケ マタ イト 質 リ シン ウ 
LR Row, R.B. 

カナ ダ に 於 いて , Li Kt 含 有する 
花 悦 岩 賀 ペグ マタ イト は , Northwest 
Territories の Yellowknife-Brauline 
地方 , Manitoba の Cat Lake-Winnipeg 
River 地方 , 
Lacarn 地方 等 に 多数 分 布 し , 2C~40% 
DBARAL, ほぼ MROHRA LIK 
曹長 石 を 有する 花 賠 岩 体 と 関係 する 。 リ 
シマ 灯 石 が 最も 分 布 の 広い Li thine, 
これ ば ペグ マタ イト の 中 間 帯 に 産 す る 。 
開発 の 対象 と な る も の は , VYAROB 
WRAC, その 壁 帯 に 造り リ シ ャ 郊 石 が 濃 集 
ずる も の で あぁ る 8 リシン シマ 協 石 な) ペケ グマ 
タイ . ト の 早期 結晶 鉱物 で あぁ つて , 基 の 他 
の Li $i, cleavelandite ysymeKs 


に , ambligonite や montebrasite 28 


Qrebec, ®_ Preissac- 


ICH ANS (Econ. Geol., 
49, 501~515, 1954) [横山 
石油 mB 


7786, コロ ラド 州 Denver Hb Little 
Beaver jh} ROME RUBS Feutress, 
G.H. 

Little Beaver 油田 は Denver- J ule- 
sburg 堆積 盆地 に あり 北東 部 コロ ラド 州 
の Washington 及び 一 部 Adams の 両 
地域 に 路 る 油田 で ある が , その 開発 は 
1950 429) yeyxts By 1952 4p Get = 
で は 差 程 みる べき る も の な か つた が , 
1953 年 に 至り 油 左 “D” sand 及び “J” 
sand が 確認 され , その 厚 さ と 産油 量 の 
大 きい こと に より 注目 され 遂に 1954 年 
1 月 に は この 堆積 盆地 で 最大 の 油田 と な 


り , コロ ラド 州 第 2 位 を 占め て Adena 
WHA EBC IV HOR, 1954 年 8 A 
1 B= Cizyest 85, FAFE 9 Bxrw.2 
Wah * CRE UTC HHE SN THY, 

1952 4echHBA.e 1954 41 Bt Ag 
で に 87 Oyphttab 4,314,153 バー レ 
OWE PEL To ““D"’, “J” sand は 何 
n> Amigo Dakota 層 群 に 属し 16 平 
FMS 118 個 の 掘 井 の 結 果 か ら 平均 
深度 は 夫々 5,200 PRRU 5,300 mR, 

satulated ‘“‘D’’ sand は 6~46 BR, 

“PD” sand 自身 は 最大 7158, saturated 
“J” sand は 2.24 RFRA, 前 者 
の 産油 面積 は 1,850 cres, 後者 OHH 
(及び ガス ) 区 域 は 1,300acres と 推定 さ 
AZo Ph RE HIE 300 バー レル /acre- 
foot, ( 例 油 量 の 約 30%), ガス に つい て 
は 1700MCF/acre-foot と 算定 きれ る 。 

“abit Adena, Badger Creek, Mi- 
ddemist, Bobcat 4(thmyhH t dere 
Fort Morgan 背任 と よ ぼ れる 構造 の 南 
Sic dpe bl Owe SO Bae 
Pierre shale MIPKORMHL ZO RP 
翼 部 に 沿う 上 位 の Fox Hills sandstone 
と に よっ つて その 構造 を 嗜 示し て いる も の 
で ある が , 元 来 これ は 陸 棚 地域 に 於 ける 
subsurface slumping 乃至 differential 
compaction な ど に よる も の と 考え られ 
この 地域 の Dakota sands AKO WO 
集積 と は 特に 著しい 関係 は な いよ う で あ 
る 。 当 油田 は 要する に sand-bar type 
の stratigraphic trap に 属し , nose BY 
は terrace 構造 を 横切る sand の pinch- 
out 乃至 permeability barrier に よる 
も の で ある 。 Dakota RSG (MM 
sand) 面 下 の Morrison. 即 も Upper 
Jurassic は か な り の 起伏 を も つて いた 。 
Cretaceous の 海水 侵入 し て Morrison 
の 低位 部 に 沈 積 物 の 集積 が が 行わ れ た が , 

当地 域 (Morgan, Washington, Logan) 


抄 


ee $527 


は か な り の positive area で あぁ つた と 著 
Abn, $M’, “J” の 堆積 末期 及び 
“D"" の 時 期 に は 特に 動 握 的 な IK HO 
Bev ERIC HOT, 問題 の “D", “J” 
sand が 形成 され た の で ある 。 (Bull. 
Am. Assoc. Petrol. Geol., 39, 153~ 
ES 1955) [加藤 
7787, 南東 部 Alabama, Florida 
及び Georgia の Cenozoic Toulmin, 
DN 

南東 部 ..Coastal Plain 下 の 全 域 に 豆 
つて Cenozoic の 地層 が 姓 び て いる 。 こ 
れ ら は 北部 の Cretaceous か ら な る 山 
地 に 接する ほか , Coastal Plain OFS 
ど 全 域 に 長 つ て Upper Cretaceous の 
Gulf series + @B LB), 僅か に 
Georgia 東 ・ 中 部 の Fall Line に 治 う 
数 ヶ所 で 直接 E<cene の 地層 が 結晶 質 岩 
Ei IRL CW BDA CHS. Paleoce- 
ne series は 南西 部 Alabama RU 
Florida の Panhendle Git 1z HEHE 
Bap5 a0, RR Alabama で は 石 
Kee, Florida -4E*hCix dolomite % 
び anhydrite か ら な る 。 Eocene series 
は 上 部 は 皇 に 海 成 砕 局 岩 で ある が 半島 部 
で は 全く 非 砕 居 岩 か ら な る 。 Oligocene 
series (LAVAS WN CHS MAH 
Georgia 及び 東 ・ 中 部 半島 部 で は これ を 
欠く 。 Miocene series (ite HERES 
岩 で ある が が, Georzia KY Florida で 
は 下部 が marl で 所 に より 石灰 岩 に 移 化 
する ろ る 。 post-Miocene の 堆積 は 主 に 碗 庁 
4 CHBo 以 丘 の まう に 北部 Gulf Ccez= 
st 地域 で は , MEDAL CNS 
れる に 反し て , 半島 部 は 殆 ん ど BRAK 
岩 (一 部 ドロ マイ ト 化 ) 及び 化学 的 沈 源 
BAbROTWHS, EO RTE MW Gulf 
Coast 地域 か ら Panhandle Flor da % 
び 南 部 Georgia に 豆 る 地区 と 半島 部 周 
辺 と の 岩 相 的 に 頭 著 な 2 つの 堆積 区 の 対 


_ 立 が みとめ られ る 。 更に 後者 は 和 寧ろ 


Carthbian フォ ー ナ に 近い と ゆう 点 で 2 
っ の 浴 積 区 が 動物 群集 の 上 で も いち ちる 


じい 対立 を 示し て いる 。 (Bull. Am. 
Assoc. Petrol, Geol., 39, 207~235, 
1955) (mi 


7788, AISMAIEICe SAE Mc 
Cracken, E. 

SK-VINO AF -—F4AT VY CEBT 
ー バ ツク ル ) 系 層 (大 部 分 が 類似 の 岩 折 
的 特徴 を も つた 白 圭 岩 よ りな る ) の sub- 
division は , 最初 Ulrich に より 化石 
の 研究 に 基 い て 行わ れ た が . (CADE 
少 い た め 実 用 と な ら な か つた 。 そこ で 所 
#4 insoluble residue method (AYA 
査 法 ) を 適用 し て , 白雲 岩 中 に 少 基 含ま 
れる チャ ー ト , BREOBERE 調べ た 
Pp 最初 は 各 設 料 が 明確 な 型 を 示さ ず , ® 
分 類 が 困難 の よう に 思わ れ た が , 数 年 に 
BOCHRA MAD F+—}, dolomolds, 
(tak, Wh Mirra Go fs, 型 を 区 別 
し た 結果 , 一 定 の 型 に 分 類 さ れる 19 の 
zoning に 成功 し た 。 この residue zone 
BZ TA-—VMEVICEE ERT. | 
LIL PAA PR ee Aes 
Fra VHMITE CHWS, その 対比 が 
可能 で ある 。(Buli. Am. Assoc. Petrol. 
Geol., 39, 47~59, 1955) fr 
7789, FRILY PERO sll 
Amsden, T.W. 

合衆国 及び カナ ダ の 下部 シル リア 和紀 悦 
PIF SINE COMMS, BL,” 
{ti Wi) BENZ OW CORRE BM, 
Krumbein 及び Sloss の 方 法 に 従 つ て 
lithofacies map ( 岩 相 図 ) と isopa- 
chous map A を O72 の OD 
kn, =2-3-7)l| RASA 
ン シ ル アニ = ニア 州 北 東部 に か け て 堆積 物 
が 最も 粗 粒 で 厚く , 西部 か ら 東部 に 移る 
VFEW SE OMIA Log 化石 動物 
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群 の 点 で は , ARE PRBO carbonate ” 


deposits の 多い 所 で は , 種々 の 多く の 
“normal” marine fauna を 含み , 一 
方 東部 の アパ ラキ アン Hh BO clastic 
deposits の 多い 所 で は 化石 が 極め て 少 
な く , Arthrophycus alleghaniensis & 
Pt SCHL, 僅か に 北東 部 で eury- 
Zerids と 魚類 が 発見 され る に 人 過ぎ な い 。 
これ ら の 化石 資料 か ら シル リア 紀 の 合 徐 
EATEN D> < PEE CS, 東部 は か な 
り fresh water DBR あつ た こと が 
考え られ , 上 述 の 岩 相 図 等 を も 併せ 考え 
HL, 堆積 物 の 主 な 供給 源 は 東部 乃至 は 
交 東 部 か ら で あ つた と 推定 され る 。 
»( Bulle-Am: Assoc. Petrol, ‘Geol, 39) 
60~74, 1955) [田口 
7790, 海 買 春の 竹 受 組成 に つい て 
Emery, K.O.., 
KEE OD BEBE YC Ov Clk Wentworth 
(1922), Marshall(1929), Wadel(i934), 
Krumbein and Griffith Eos Ca- 
ileux(1945), の 研究 が ある が “marine 
beach gravel’’ (}pyem) に つい て は , 
<#x% Udden (1914), Wentworth 
(1932) に よる 各 3 ヶ の 研究 資料 が ある 
PACH SB. 筆者 は 北部 メキ ンマ コ の 
Punta Baja か ら , 南部 カリ フォ オル = マヤ 
の Point Conception (22384 AE 
725k OYE 54 ヶ に つい て , JARRE 
分 析 を 行 つ た 。 こ れ ら の 春 は 夫々 の 地域 
の 地質 条件 に よっ つて 岩 質 を 異 に し て いる 
が , FAICASEAC - BORE - DBETTIKO Bes 
が 多く , 一 部 中 新 世 の 石灰 岩 を 含ん で い 
So ROMP, HERBAL - VIVA 
FERAL LADO, ARAB 
か ら 運 ば れ て きた も の 等 が ある が , この 
地域 で 著しい の は 海 農 浸 人 触 に よる も の で 
ある 。 54 ヶ の 試料 の 分 析 値 の 他 に , 7 
シン トン 州 及 び 日 本 の 大 島 か ら の も の 各 
1 +t, Udden, Wentworth の 研究 に 


ZL 6 ケ を 合せ て みる と ,「 全て の 
試料 は 非常 に よく 分 級 さ れ て いて 対称 的 
な 頻度 曲線 が 得 ら れる 。 こ れ ら 62 7O 
YRERED median diameter (M) は 最 
小 10.8, HA 750.0, 3H 56.0 GC, 分 
級 の 程度 sorting coefficient (So) は 
fx/l) 1.13, HA 2.14, #H 1.25 CH 
Do BAL AMAKO AK o> ら WE 
(37 77), 河 (35 7), 扇状 地 (58 7) 
の 値 を 引用 し , これ を TeeERE & Lee LT 
いる 。 すなわち , WE - TURE - EK O 
(M) aH 47.0, 19.0, 16.5, (So) x 
1.15, 3.18, 5.33 “CHE PeYFO “beach 
gravel” (x7q EEK YO LAMBA 
& MPFR Zr FATES CK SO CO RATEIS 
WHE OROESS 究明 する 場合 , 特 
に beach origin と fluvial origin を 
区 別 す る 場合 に 役立つ で あろ う 。 (Jour. 
Geol., 63, 39~49, 1955) (Bal 
779%, Lafayette HosREtBES 
ASE Potter, P.E. 

Lafayetie Jeth ORO A: REO Fi 
学 的 研究 を 行い , 2mMP LOK & OPE 
子 は 659% で チャ ー ト , MRA BRA, 
東 岩 を 主 と す る も の で あり , 2mm 以 下 の 
粒子 は zircon, rutile, staurolite, silli- 
manite, kyanite 4¢-GiRw eke LT 
は chert, feldspar, mica, quartz 等 で あ 
る 。 こ の 各 録 物 に 関し て 詳細 な 説明 を 加 
えて いる 。 次 に 野外 , BARRE YO km 
岩 岩 石 学 的 研究 と し て , 構造 , 大 き さ , 円 
PEGE RRL, 中 間 の 大き さ を 基 と し 
て 野外 調査 の cross-bedding の 方 向 と 
を 単位 面積 に て その 変化 を 図示 し . 特に 
16-32mm の chert pebbles 円 遼 度 に 
関し て 表示 し て いる 。 最後 に 鉱物 学 上 の 
変化 に つい て 36 の 重 鉄 物 を 分 類 し , FE 
な も の 17 を 表示 し て その 変化 に つい て 
論じ で いる 0 (Jour. Geol., 63, 1.38, 
1955) [阿部 ) 
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Silicate melt equilibria. By W. Eitel, translated by J.G. Phillips and T. G. 
Madgwick. 原 装 は Kaiser-Wilhelm 弐 酸 塩 研究 所 前 所 長 W-. Eitel の Die hete- 
rogenen Schmeizgleichgewichte silikatischer Mehrstoffsysteme (Leipzig 1945. 
1943 年 の 初版 は 唯一 Tighe siege CK J-G. Madgwick の 協力 で 1T: 
G. Phillips が 英訳 し た 。 この 英訳 に 対し 原著 者 の 増 訂 が 加え られ た 。_ 稚 語 は 全米 
BED SOE AWE, Hace crystalline solution と し た 。 弐 酸 塩 多 成 分 系 平 
衡 に 関す る 原理 や 現象 を 初 学 者 に 易 し く 述 べ る と 共に 科学 的 精確 さ を 期す る こと は 難し 
OS, 原義 者 は この 努力 と 責任 を 果して いる 。 本書 は _ physical chemistry of the 
silicates (Leipzig 1929) か ら の 多く の 説明 図 の 外 実 験 例 を も 人 れ て いる 。 ま づ 相 律 を 
説明 し , 次 に ER Lm, congruent 及び incongruent WB, 同質 多 像 
の 転移 , 固 次 体系 , 部 分 混和 を も つ 固 深 体 系 等 を 述べ , 更に 3 成分 及び 4 成分 系 に 於 け 
Rk 同質 多 像 の 転移 等 の 説明 に 進ん で いる 。 本 書 の 大 半 は 3 成分 系 

の 諸 現 象 の 説明 に 当て られ て いる 。 (本 交 151 A, Rutgers University Press. 1951 
年 刊 , 2,150 円 ) ed 
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